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4 j肢体不自 1:1=1教育の専Illej性

1 .はじめに

平成26年 1)~ 20日. EI本の「障害者の権利に関する条

約」批准が国際連合で承認された。この批准に先立ち.

平成24:{:!三7月に文部科学省中央教育審議会初等中等教育

分科会より示された「共生社会の形成に向けたインクル

ーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進

(報告)概要」では，円インクルーシブ教育システムj

とは，人間の多様性の尊重等の強化，障害者が精神的及

び身体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ. I~II主!

な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の

下.障害のある者とl嘩害のない者が共に学ぶ仕組みで、あ

か障害のある者が教育制度一般から排除されないこと，

自己の生活する地域において初等中等教育の機会が与え

られること，個人に必要な『合理的配慮』が412供される
等が必要とされている」などとしこの共生社会の構築

のために，特別支援教育を着実に進めることが必要とし

ている。

この児童生徒一人一人の必要に応じて配慮して初めて

成立する「合理的配慮」がインクルーシブ教育はもとよ

り.すべての教育に必要となることはいうまでもないが，

そのためには，特別支援学校(肢体不自由教育)におい

ては，的確な実態把謹. 1ヨ f~l{] や意図が明確な指導及び評

価による授業改善を行い，児童生徒一人一人の能力や可

能性を育むことが求められる。

このような:1状!伏犬j況j兄lのrl干:1:1，十:

白i佐出主主i教育の専i門11可汗i可Il性|笠に基づく教科指導の実践{初倒研d計計f究として，

学習にj遅笠れがある!月肢j技支イ体本不i自三ヨ11佐由主封i児 (当該学ゴ年1::三の学習が到難tし

い児童5生!主ミ徒や矢知1](:的i均守引i障喧害を甘併併i干:せ有有-する児童生告徒主)への教科科， 

指導導Aに取り組んでで、きた O

平成25年度は，学習に遅れがある児童生徒を研究対象

として. I 当該学年の I~I 襟及び内容，進度での学習に難

しさがある子とともに対する国語，算数・数学の指導J
「知的障害を併せ有する児童生徒へのi盟諸・算数の指

導」を取り上げ，教科における基礎的・基本的な内容を

着実に身につけるための指導内容の精選と重点化，複数

学年にわたる指導の工夫について，当校の研究の成果と

実践事例をもとに布f究を進めた。

1I.研究テーマと自的

教科指導と自立活動に焦点をあてた教育課程の課題に

ついては教育課程ごとに以下の点があげられる (1~ll )。

①当該学年の教科等を学ぶ教育課程の課題

*障害特性に応じた指導の工夫。

*指導内容を十分に精選し基礎的・基本的な事項に重

点を置くこと。

②下学年・下学部の教科等を学ぶ教育課程の課題

* I個別の指導計画Jの精度を高めること。
*指導内容を十分に精選し基礎的・基本的な事項に重

を置くこと (ト.教科科，指j導草の専l'門l日円lう1汁，性i

の編1詰巾制JI可!リJ)入O 

*授業の I~I 襟と内容が， 1可を拠り所に立てられているの
かを IVel椛にすること。

③女1I 1~1{]の教科等を学ぶ教育課程の~~um

* I教科科，等 (諺領[J域或.教宇科科l↓-) を合わせたj指宇昔旨導jの仁中i
4析?斤1'0

*教科(知的)の指導目襟，指導内容をIV=11i'{j[にし I~I 立

活動の視点から配癒するをおさえることが必要。

④自立活動を 1=1こi心に学ぶ教育課程の課題

* II~I 立活動を主とした指導j にも， I教科J の I~I 棋や

内容を積極的に取り入れていくことが必要。

f教科指導Jと「自立活動の指導J(こ焦点をあてた教育課程の課題

客間警特性に応じた指導の工夫

本指導肉容を十分に精進し、基礎的基本的な事項に箪点を鐙く
こと

* r偲完1Iの指導計画jの精度を滋めること。
*指導内容を十分に総選し、主主磁的ー基本的なZ事項iこE重点を偉く
こと(教科!ij識の専門性 適切な学習主義屈の綴制)

* !墨書長の自機と内容が、{向を担sLJPIiに立てられているのかを明硲
にすること。

ネ f教科等(領域・教科)を合わせた指導Jの中身を分析。

本教科(知的)の指導自様、;言語車内容を羽Eむこし‘自立活動の後点
からii2n量する点をおさえることが必姿。

本f自立活動を主とした指導Jにも、 f教科」の自擦や内容を穣4霊
的に取り入れていくことが大切。

図 1 I教科指導Jと「畠立活動jに焦点、をあてた教育課程
の課題

本研究では，先述の課題の下学年・下学部の教科等を

学ぶ教育課程の課題と VJlf'l{]の教科等を学ぶ教育課程の課

題に対して.研究テーマと研究の柱を二本設定して取り

組んだ(図2)。

研究のテーマ

肢体不自由教育の専門性に基づく指導の展開 i
~学習に遅れのある肢体不自由児への目標設定と指導の重点化~

研究の柱

1 _当該学年の学習が難しい兜童生徒への指導 ! 
(国語、算数・数学)

2.知的障害を併せ有する児童生徒への指導
(重複研究:国語・算数) I 

図2 研究のテーマとニつの研究の柱

研究の柱1.当該学年の学習が難しい肢体不自由児

への指導Jでは，主に本校を中心に研究を行い，当該学
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の学習の難しさの背景安回である，障害特性と各教科

算数・数学等)の特質や系統性をふまえ，指導

内容の精選と指導の重点化，指導の工夫を整担!し望ま

しい指導のあり方を開発することを I~I 的とし，さらに I~I

話:I書くこと」における指導内容の精選・重点化と算

数・数学:重点化の手続きをふまえた指導を中心に研究

を行った。

研究の柱 211知的障害を併せ有する児童生徒への指
導jでは，主に施設併設学級で研究を行い，知的障害を

併せ有する肢体不，~[EI:I_!"Cに対して，系統的な教科として

の指導 I~I 棋を設定し 11遅々にあった指導を工夫すること

で，個々のバランスのとれた{II'長を図ることを目的とし

昨年度作成した算数の内容系統表・指導内容表・チェッ

クリストの活rliと検証及び本年度作成した国語の内容系

統表・指導内容表・チェックリストの作成と活用を行っ

fこO

ill. 研究体制

昨年度と同様に本校‘施設併設学級各々の役割を生か

して取り組むために. I校内研究会」として，本校と施
設併設学級それぞれの場で I~I語と算数(本校は数学)の

教科・鋲域研究会と重複研究会を車1I1に研究を進めた (IZI

3 )。

本年度は校内研究会内の教科-領域研究会として①I~I

庁舎くことにおける指導J(本校).②算数・数学「重
化の手続きJ(本校).③重複研究「国語・算数の指
導J(施設併設学級)の3グループ構成とした。

i 学部会 I!! (小ゆ・読施)i返

運営一一一

校内研究会 授業研究会 ( 校内研修会

重複研究会 | グ性ブ l

図3 校内研究体制

教科・領域研究会は，研究部担当教員及び，本校の小

学部教員. 1:1二l 高等部の I~I語，算数・数学の担当者が中心

として実践liJf究に取り組んだ。また. 1=1=1高等部の I~I詩，

算数・数学以外の各教科等担当者は，教科・領域研究会

における1311話，算数・数学分科会のいずれかに成し i主j

算数・数学以外の教科の視点からj主i語，算数・数字:

の教科の特質. I~I 棟及び内容の系統性をふまえた指導の

在り方について検討を重ねた。

重複研究会は施設併設学級教員全員が所鼠し，医[誌と

算数を仁1=1心にちiミ技研究を行い， さらに教科・領域を合わ

せた指導との関わりについても指導の在り方について検

討を重ねた。

検討の場としては，教科・領域研究会及び重複研究会

の定例会議と年 4lfilの授業研究会(研究授業).外部講

I'lili等を交えでの校内研修会，筑波大学関係者をはじめ学

外の有識者による研究企画委員会や研究協力委員会を設

定した。

さらに，肢体不自由兇の一人一人の障害の状態に応じ

た指導を検討するため，教科・領域研究会，重複研究会

とあわせて学部研究会を設置し個別の指導言十画の運用

とそれに基づく指導について検討を重ねてきた。このほ

か，知的障害を併せ有する児童生徒に対ーする教科に基づ

く指導研究会，ならびに所属教科・学部に関わらず有志

で構成する，肢体不自由児の具体的な指導法等に関する

研究グループとも，指導のあり方について意見交換を行

ってきたD

Y 研究概要

学習に難しさがある肢体不自由児への指導には，一人

一人の障害の状態や学習状況を考慮して基礎的・基本的

な指導内容や重点を置くべき指導内容を明確にすること，

教科・領域1:13互の関連を図り，系統的，発展的な指導内

容の組織化を行うことが求められる。また.学習上の菌

鶏i:とその背景にある要国は，障害特性に加え，考慮すべ

き要素が多岐に渡る。そのため， 11富別の指導計画におけ

る個の実態把握が， より重要になる。

以上の点から，本研究では，研究の柱1. 2ともに

「各教科の目標及び内容の系統性からJ.I一人一人の障
害特性等から(どのような手だて・配慮，指導の工夫が

教科としての

専門性や指導法

系i 自標・内容
上統 i
ト性 i 要素分析

l ~ I 単元や題材

軸/障害賠等を

指導を行うための

基本的な考え方として

おさえていること

図4 障害特性をふまえた教科指導 (L字構造詔)
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必要になるか)Jと言う 2点を念頭においた指導 (L字
構造)が必要となる(図4)。

研究概要について，研究の柱 1と2それぞれについて

説明する。

1. r当該学年の学習が難しい肢体不自由児への指導J
研究の柱 1i当該学年の学習が難しい肢体不自由見へ

の指導」では.当該学年の小学校・中学校・高等学校の

各教科・科目の目標及び内容に準じて学習に取り組むが，

障害特性やその他の課題等から，基礎的・基本的な事項

を着実に身につけることが難しく，習得にばらつきが生

じる。また，学年が上がるごとに遅れが見られ，所属す

る学年の子どもとの差が広がり，そのため.学習指導要

領の目標及び内容，学年別内容に掲げる事項に基づく進

度での学留が難しい(以下，当該学年の学習が難しい)

子どもを研究対象としている。

こうした児童生徒に対しては，児童生徒が在籍する当

該学年の各教科の目標及び内容で学習することが難しい

場合には，手だて・配慮を図りながら，指導内容を精選

して指導の重点化を行い， きめ細やかな指導を行うこと

が求められる。

そこで，学校教育法施行規則に示される教育課程の編

成に隠する特例(130条)や，特別支援学校学習指導要

領総員iJi重複障害者等に関する教育課程の取扱いjを活

用し柔軟に教育課程を編成することが可能であり，具

体的には，下学年・下学部の目標及び内容に関する事項

の全部又は一部に代替することが行われることが多い。

しかしあくまで「代替することができる」のであり，

「下学年・下学部代替Jが前提ではない。このため，児
童生徒のきめ細かな実態把握やつまずきの背景要因をふ

まえた指導が行われず， i下学年・下学部代替」が行わ

れると，以下のような問題が多く見られる。

-当該教科の自襟及び内容をすべて下げてしまい，でき

ていない内容を繰り返すだけになり，習得を見通した

指導計画が立てにくくなる。

・つまずきばかりに自が向いてしまい，各教科の目標及

び内容と系統性に却した指導が行われず，学ばせたい

ことの多くを扱えないことがある。

・つまずきばかりに巨が向いてしまい，何をどのように

学ばせるか， どのような教材をもちいるか，指導の手

頗をどうするかなどの検討が不十分で，子どもの関心

や興味をふまえない指導が行われることがある。

こうした問題を起こさないためにも，児童生徒一人一

人の実態を的確に把握しそれぞれの児童生徒にとって，

基礎的・基本的な指導内容は何かを十分に見極めること，

つまり指導内容の精選が重要となる。

指導内容の精選については，基本の考え方として先述

の2点「各教科の自襟及び内容の系統牲においてどのよ

うな状況にあるのかJi障害特性等をふまえ， どのよう
な手だて見・配慮，指導の工夫が必要になるのかJから方

針を考え.各教科の目襟及ぴ、内容の系統性というIlilhにお

いて，肢体不自由児に対する指導内容の精選の基本方針

の在り方を検討することとした。

この結果，指導内容の精選についての基本方針として，

次の4点を設定した口

-各教科のiヨ襟及び内容の系統性.習得の連続性をおさ

えた指導の見通しをもっO

-効果的に学ぶための指導内容の配列や内容の領域・事

項同士の関係をおさえた指導の工夫を I~ る。

-指導内容の核になる重点的に学ぶべき事項を見極めて

指導内容の精選を図る。

-学習指導要領の各学年の白襟及び内容に掲げる事項の

枠を越えて，在学期間(主に小 I~=l 9年間が中心)を通

した指導計画を検討し，指導の重点化を@る。

さらにこの基本方針ーから，指導内容の重点化のために

必要な観点として以下の 4点を設定した。

-各教科・科目のiヨ襟及び内容の系統性，子どもの学び

やすさをふまえた指導内容の配列を考える。

-子どもの習得状況や発達の段階，興味関心の程度等を

ふまえた教材-題材を選定する。

-子どもの学びやすきをふまえた指導の手順を工夫する。

-指導内容の軽重を考える。

上記の指導内容の精選の基本方針と指導の重点化をふ

まえて， I童話「書くことjと算数・数学について実践研

究を行った。

2. r知的障害を併せ有する児童生徒への指導j
知的障害を併せ有する児童生徒は，肢体不自由の原Izg

となっている疾病によって知的な能力についてアンバラ

ンスな面が見られることが多く，教科の内容についても

得意な内容と不得意な内容がはっきりしていることが多

い。また，肢体不自由全椴では，運動動作の制限による

移動能力に関わって行動範囲が狭くなり，経験不足にIjiA

りやすい。さらに，受動的になりやすく，自分から繰り

返し経験を積んでいくことが難しし('0 

このような点から，肢体本自由児のその疾病を併せ有

することで単純な知的障害児とはかなり異なる様相を示

すことも多いため，知的障害の教育課程をそのままJlIい

ても，効果的な指導が行えないことがある。この肢体不

自由の個々の様々な障害特性に合う指導を進めるために

は，教科の目標分析を行い，一人ひとりの学力を明らか

にした上でその学習をプログラムする必要がある。

そのために本研究ではベースとなる教科について知

的障害を併せ有する児童への教科の視点として知的障害

者を教育する特別支援学校の各教科と小中学校学習指導

要領に示す各教科の二点を教科の視点として考えた(@

5)。

特に，小学校学習指導要領に示されていない就学前の

目標・内容についても段階を設定する必要があると考え3

指導内容を系統的・段階的な視点から， 3~長程度まで掘
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知的障害を併せ有する児章への

「教科の視点、j

教科(小"中学校学習指導要領)

ーラ個々の実態(学習のつまずき・発達段階)を把

握するため、教科の目標及び内容、理念や系統
性を踏まえる口

+ 
知的の教科--7知的発達の遅れに対する、経験

活動や生活活動からの学び

図5 知的障害を併せ有する肢体不自由児への教科の視点

り下げた教科の「内容系統表jと「指導内容表」を作成

し， さらに.肢体不自由と矢1]13ワという障害特性と教科の

こつの観点から学力を把握する力の「チェックリストJ
を作成した。それらを用いて.個々を診断的評価し，

11~î 々にあった学沼を計凶し展開し随時評{iI1îすること

によって，:ffi:複障害児の個々にあった学習を保証できる

と考え{りf究を進めたけま]6)。

具体的な研究方法

教科の系統性の視点から

内容系統表・指導内容表・

チェックリストの作成

{算数・菌語】

指導実践を重ね、その効果を検証
【系統表の改善}

{系統表・指導内容表・チェックリストの活用方法のあり方〕

図6 研究方法について

v.成果と課題

本研究の成果としては，以下の点があげられる。

・適切な目標設定や手だての検討について，手続きを明

確にして行うことで，系統的かつ一貫性を持った指導

が可能となった。

.L字構造(図4) を深め，児童生徒一人一人の姿勢や

認知の特性に応じた指導の工夫や，生活経験の程度等

の実態等を的確に把握した上で，教科等の系統性をふ

まえて，一人一人の基礎的・基本的な指導内容を根拠

に基づき設定することができた。

-各教科等の目標と指導内容との関連をふまえ，指導の

重点の置き方や}II員序， まとめ方を工夫し指導の効果

を高めることが可能になった。

-個人差の大きい学習集団において個々の実態に応じた

授業づくりをする際に， I可単元・異目襟の形を取る場

合の目標設定や手だての検討及び必要な手続きについ

てモデルを示すことができた。

一方で，課題としては以下の点があげられる。

-今回示した例を実践・検証していく必要がある。特に

当校のみではなく，他校への発信とその反応をいかし

た評価改善をしていくことが必要である。

. I~l諾・算数のみではなく，他教科でも i可様に実践研究

を行い，検証していくことが必要である。

-段階を設定し積み重ねていくことのみではなく，将来

(卒業後)も見すえた学力を考えていく必要がある。

上記の成果と課題をふまえ，今後は他の実践研究との

関連も視野に入れ，教育課程全体の検討宇へつながるよう

な整理が必要であると考える。

(文責:I珂部盛篤)
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ハU
守

tsム 当ii史学年の目標及び内容，進度での学習が難しい子どもへの「書くことJの指導

1 .研究の概要

国語科の内容は， 1話すこと・開くことJ1書くことj
「読むことjの3領域及び[伝統的な言語文化と匡!日告の

特質に関する事項]によって情成されている。

本分科会では， nt:年までに当該学年のiヨ標及び内容，

進度での学習が難しい脳性まひ児(以下，児童生徒)の

国語の学習のつまずきを分析し特に定着しづらい内容

が「読むことJ1書くことjに多いことを明らかにした。

その上で， 1読むこと」の定着を図ることから指導を展

開し読むことの力を基にして他領域の力を育んでいく

ことが望ましいことを前提として研究を進めてきた。今

年度はその成果を踏まえて， 1書くこと」のJ珂究に着手
した。「書くことjの取り組みにおいても学習指導要領

に示されている国語科の目標に期り， 1伝え合う力jと

「論理的に思考する力jを高めることのできる指導を求

めて取り組んだものである。

1. i書くことjにおけるつまずき
児童生徒の教研式標準学力検査(目標基準準拠検査)

(以下 CRT)の結果及び国語の指導場面やiヨ常生活にお

いて，教員が普段から感じている難しさをカード整理法

によりまとめたものから， 1書くことjの難しさを以下
の3点ととらえた。

-第3・4学年における落ち込みが大きい

. 1まとまりで書くJ1関係性をつかんで書くJ1まと
める・仁1=1心を明確にして書くJことが難しい
. 1言葉のきまりJを活用することが難しい

2. 書くことの指導事項の関係と指導の重点化

学習指導要領において，書くことは， 1課題設定や取
材J1構成J1記述J1推敵J1交流jの5つの指導事項が
示されている。これらは，文章を書く際の思考や実際の

取り組みの流れに沿ったものである。

指導の効果や指導時間にi制限があることから， 5つの

指導事項のすべてを丁寧に指導するよりも，ポイントを

絞って指導する必要があると考えた。また，児童生徒は

障害特性等から，複数の諜題に同時に取 1]組むことや，

長期的なスパンで目的を達成していくことが難しい様子

が見られる一方で，取り組むべき目的や到達点が明雑で

あれば，高い意欲を持って学官に取り組むことができ，

指導の効果も得られやすい。以上のことから，児童生徒

の書くことのつまずきの状況と障害特性を鑑み思考し

たか思考を文にしたりする過程を取り上げた指導事項

である汁如VZJ及び「記述」について重点的に指導する
こととした。

「構成jは， 自分の考えがI~i雌になるよう文章を構成

することを自指し， 1事柄の)11的手を考えることJ→「文
章全体における段務の役割を理解し段落相互の関係に

注意する」→「文章全体の効果を考えるjという流れが

示されている。「記述jにおいては，話と文及び段洛の

続き方に注意してまとまりのある文章を記述することを

|ヨ指し「一文の意味を明確にするj→「つながりのあ

る文章を書く j→「書くことの中心を明確にする」→

「自分の考えが伝わるように書く」という流れがあるo

If.持成Jと「記述」は異なる指導事項ではあるが，非常
に関連し合った内容であることに加え，児童生徒にとっ

ては別々のこととして指導するよりも， より関連を持た

せた指導が効果的であると考え， 11構成J1記述Jの重
点化した指導の大まかな流れ図j を作成した (1~ll )。

これは「構成」及び「記述」においてつけたい力が下か

ら上に積みあがっていくイメージであり， 1自分の考え
を明確にするjと I1ヨ的や意図に応じて自分の考えを明
確に表現するjの大きく 2つの段階になっている。各段

階にはより具体的な内容を設定した。各段階の指導内容

については， 1つの項目が未定着のために次の項目及び

段階に進めないというものではなく，児童生徒がどの段

階でどのような力が定着しているかをとらえ，各段階の

系統を踏まえて指導を重点化していくことが望ましし ¥0

よって，本I~ は，指導者が児童生徒を指導する際に，指

導指針を得.るために活用するものである。指導内容がど

のような関係になっているか， どのように積み重なって

いくのかという指導の流れを得つつ指導を行うことで，

I~I語科としての系統を保った指導が可能になると考える。

図I中の「言葉のきまり」のとらえや指導の考え方につ

いては後述する。

図1 r構成Jr記述jについて重点化した指導の
大まかな流れ図

3. 指導事項の段階化と実態把握

児童生徒は，学力の個体差だけでなく個人内差が大き

い。そのため，一人一人に応じた指導を行うためには，

見童生徒の学習の習得状況を指導者側が細かく把握する

ことが重要である。また，習得できていることについて

も， どのような手だて・配慮を用いたのか， どのような

指導の工夫を行ったのか等を把握しておく必要もある。

さらに，今後どのような指導でどこまで学習内容が定着

していくのかについて，指導者が見通しを持つことが必
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安であると考え，小学オ交の学留指導要領Wí:~R.に示される

指導事項をもとに項目を設定し「構成j及び「記述j

について重点項目の系統表(衣 1・2) を作成した。

各指導事項は一つ一つを単独でj波うものではなく，他

の指導~~JJ.:rJiや領域と関連付けて指導していくものである。

そのため，各項目も同様に， I可じ指導事項内や他の指導

事項や領域と関連させて考えいくものとした。

本表は児童生徒の様々な指導場市における実態把J患や

実際の指導に活用していくものであるが，ある項 I~I が定

着しないために他の項目の学習に移行できないというも

のではな v¥o また，実際の指導においては，項目をさら

に細分化してとらえ，指導目標を設定し指導を工夫し

ていくこととなる。尚.学年の表記は，学習指導要領の

指導事項が示すものであり，該当の児童生徒が在籍する

学年の項 I~I を学習しなければならないものではない。

児童生徒の「書くことjのつまずきについては， I言

葉のきまりJを活用することの難しさも挙げられた。

「言~のきまり」とは，主誌と述語の!照合した文を書く

ことや，助詞や接続前を正しく}有いること等を指す。こ

の難しさは， [伝統的な言語文化と国語の特質に関する

事項]に示されている指導内容に深く関連している。本

指導内容は 3つの指導事項を通して指導していくことが

求められており， I書くこと」の指導においては，児童

生徒が書く文や文章をとらえる際，それらを細かく評価

するための観点が必要であると考えた。そのため， I言
葉の特徴やきまりに関する事項の重点的観点jを設定し

た。本表は，児童生徒の「できる・できなしリをチェッ

クするものではなく，あくまでもどのような文や文章を

書いているのかを指導者側が細かく分析するためのもの

であか実態に応じた丁寧な指導を構築していくために

活用するものである。表記の学年については他の表の考

え方と同様である。

(文責:成田美恵子)

表3 言葉の特徴やきまりに関する事項の重点的観点、

議呂

主述

':…二..，観;託二千巳三日百三回議宗r今日台 ε襲撃さ長主主当主汚3
1・2年1・主語に照応した述語を用いる。

12年i主語がなくても、文意が伝わる文にする?
(修飾語)

1・2年卜対象や場所、時間などを表すためにfにをへで(格劫詞)Jを適切に用いる。

1・2年ト様子や状態、程震を表す副詞を用いる。

1.2年j・強調、程度、捜定、添加などの意味を付け加える副助認を用いる。

(指示語)

表現山り r~'~~'~r:~~'~一戸言おらli--40-
(文末表現)

1・2年ト意味を加えたり、話し手(書き手)の気持ちゃ判断を表したりする助動詞を適切に用いる。

1・2年卜気持ちゃ態度などを表す終助詞を適切に用いる。

(語葉)

1・2年|状態や気持ちを適切に表す語句を用いる。

1持 l文のひとまとまりに句点を打つ。
句読点 11・2年ト文頭の接続詞や主語、従属節、並列する語の後に読点を打つ。

一文の中

3・4年i文脈に合わせて、適切に句読点を打つ。
接続助詞を適切に用いる。

の 11・2年卜恨定の)1頭1妻、確定の11領接、並立の関係、補助の関係を表す接続助詞を適切に用いる。
関探・つながり

文と文、設遂と段落

3・4年|張定の逆接、確定の逆諜の関係を表す接続助詞を適切に用いる。

接続詞を適切に用いる。

の 11・2年ト)1側妻、並立・累加を表す接続詞を適切に用いる。
関係・つながり

3・4年卜逆接、対比・選択、説明・補足、転換を表す接続詞を適切に用いる。
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指導事項

当該学年の目標及び内容，進)支での学習が難しい子とともへの「書くこと」の指導

表 1 重点項目の系統表(書くこと「構成J)

重点項目の系統・段階 今

-i
 
i
 

J
え
1
3

4
F
4
 
-7
J
 

ニコ
H
H

小
)
第
5
学
年
及
び
第
6
学
年

イ
自
分
の
考
え
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
，
文
章

全
体
の
構
成
の
効
果
を
考
え
る
こ
と
。

自分の考え及び相手の理解が明確になるように，各部分の書き方を工夫する。

自分の考え及び相手の理解が明確になるように， I~II~I守や意図には;じて，構成の型を効果

的lこj若し¥る。

文章全体の構成の型を理解する。

・物語文「状況設定一発端一事件展開-1-'-1場一結末Jなど

・説明文「序論一本論-結論Ji現状認識一問題提起決-結論 展望J

など

統括部の位置「頭括型(冒頭部に統括する場1合)J 

i J毛括型(終結部に統括する場合)J 

「双括型(富1頭部・終結部の双方で統倍する)Jなど

小
)
第
3
学
年
及
び
4
学
年

イ
係分
なの文
ど考章
にえ全
注が{本
意 I~~ に
し確お
てにけ
文なる
章る段
をよ落
構うの
成に役
す'害IJ
る段を
こ 1i3111 
と相解
。五し
。')

I~ÞJ I~I 

イ

沿自
つ分
ての
簡考
早え
なが
構明
)J，K 1龍
をに
考な
える
るよ
」つ
えに

事
柄
。〉

)1顎
序

r 1I雪頭部一展開部-終結部Jなどの文章の展開に即して，各部分の段落の役者!Jを意識す

る。

段落相互の関係 (A累力IJ・並列， B具体と抽象， CJ京国・迎Elヨ・根拠と結果， 0逆接，

E対比 F転換など)を理解して書く。

形式段落のいくつかが意味のつながりの上で、ひとまとまりになった意味段溶の役割を

理解する。

いくつかの;史;の集まりである形式段落の役割を理解する。

f始め 中-終わりJなどの構成を意識する。

話題のまとまりの順序に沿って，文章の初めから終わりまで3 話題のまとまりごとに 3

いくつかに分けて配置する。

話題のまとまりの順序を考えて書く。

話題のまとまりごとに書く (段落意識)。

話題に沿って書く。

(
小
)
第
1
学
年
及
び
第
2
学
年

。:十分満足 0:概ね満足 ム:努力を要する
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表2 重点項目の系統表(書くこと「記述J)

目の系統・段階 評価

小
)
第
5
学
年
及
び
第
6
学
年

ウ
事
実
と
感
想
，
意
見
な
ど
を
区
別
す
る
と
と
も
に
，
目
的
や
意
図
に

応
じ
て
簡
単
に
主
聞
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

エ
引
用
し
た
り
，
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
た
り
し
て
，

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。

描写:ゃ説明を行うとき，どのような引用をするのがよいのか，図表やグラフのいずれ

を)=1']し1るのがよいのかなど，記述の方法としてふさわしいものを考える。

自分の考えを根拠付ーけたり，具体的な例を示したりする際に，本や文章などから必要

な語句や文を抜きIJ¥して，自分の表現に取り入れたり， I~表やグラフなどをmし寸こり

する。

出来事などの描写と，科学的な観察や実験，調査結果の説明などとの表現の違いを知

り，考えて工夫して書く。

目的や意図に応じて，事実と感想，意見のそれぞれの記述の仕方について工夫(倍刊i

く，詳しく書くなど)する。

と I~I 分の感想，意見などを区別して書く。

小
)
第
3
学
年
及
び

ウ
書
こ
う
と
す
る
こ
と
の
中
心
を
明
確
に

し
，
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
理
由
や
事
例
を

挙
げ
て
喜
く
こ
と
。

エ
文
章
の
敬
体
と
常
体
と
の
違
い
に
注
意
し

な
が
ら
書
く
こ
と
。

敬体と;も'体との違いに注意して書く。

I~I !均や必要に応じて，その中心の内容や段落に対して，原因や理由，事例などを挙げ

て書く。

書菩;こうとすることの仁中i

文;文c章全全:{.体ヰ本三をi通d邑iして， 仁!こi心となる内容を明維に記述する。
・段落相互の関係から見て，中心となる段躍を明確に位置付ける0

.各段落の内容の1:1:1心を明雌に記述する。

小
)
第
1
学
年
及
び
第
2
学
年

ウ
語
と
語
や
文
と
文
と
の
続
き

方
に
注
意
し
な
が
ら
，
つ
な
が
り
の
あ
る

文
や
文
章
を
書
く
こ
と
。

離れたところにある語と諾，文と文のつながりを考える。

文と文のつながりを考えて記述する。

前後の詩句のつながりを考えて記述する。

。:ト分満足 。:概ね満足 ム:努力を要する



14 当該学年の目標及び内容，進度での学習が難しい子どもへの「書くこと」の指導

n. 指導の展開伊~一つの事柄を具体的に書くことがあまりなく，内容に

涼みが見られなし'0

1 .対象生徒Aについて

対象生徒Aは中学部 1年下学年・下学部適応コースに

在籍する男子生徒で，障害名は脳性マヒである。

学習集団は，対象生徒Aと女子生徒 1:tJの計2名から
なる。 2名しかいない小集国ではあるが，活発に意見を

交換し合うことで学び合い，学習には意欲的に取り組ん

でいる。

2名とも.書字動作に11寺田]を要するため，必要に応じ

てiPadを使用し板書の写しゃ入力作業を行っている。

( 1 )侶別の指導計画における実態と手だて・誼慮

〈実態〉

-ボディーイメージに乏しく，姿勢が傾いていることに

気付きにくい。

-視女1]党に難しさがある。

-複数のものを同時に処理することが苦手で，抽象概念

化に難しさが見られる。

-何のどこがわからないのかがわからず，不安になるこ

とが多い。また，わからないことに対して質問ができ

なし、

〈手だて・配慮〉

・姿勢の基準作りを心がける。

-手}I由化は有効だが，本人にわかるイメージ化や視覚と

聴覚を用し=ての抽象概念化(つながり)が必要。

-発言の理由や根拠を説明させて，答えとのつながりを

もたせる。

-不安の原因を教員が理解し質問できる環境を作る。

(2 )国語における「書くことJI読むことjの様子と
実態

①「書くことJの様子
-適切な場所に読点を打たないことがある。

. 1文の中の，語の係り方にあやまりが見られる。ただ

し比較的簡潔な文を書くことができる。

-誤字脱字に気付くことが難しい。

-単語は比較的知っているが，その語が具体的にはどの

ような意味なのかを理解してないことが多い。

-書くことの中心が定まらず，具体的にどのように書け

ばよいか自分で考えられない場合がある。

. í~ので，… ...J という 1 文や，因果関係にある 2 つ

の文を書くことができる。

. í~ けと…...Jという 1文や，逆接の関係にある 2
つの文を書くことができる。

-事柄を時系列に順番に書いていくことができる。

-文章を書く際には，話題ごとに段落を作ったり， r始
め-中←終わりjの構造を意識したりすることはでき

るが，抽象と具体の関係や，因果関係といったつなが

りを考えて段落を作ることはできない。

②「書くことJの{構成] [記述}における到達度

表1 [構成]の指導事項の重点項呂の系統表における評価

小
)
日
以

3
中
斗
及
び
今
日
r
h
Zヤ

「留頭部ー展開討ー終結苦sJなどの文章の展開に閏lして各
部分でのE生活の役刻を窓i草する。(全体の中の部分}

。
~2;M1のまとまりの綴R' Iこ沿って文章の判jめから終わリまで， ~ 
1mのまとまりごとにいくつかに分けて妃躍する。〔全体) I ~ 

|問のまとまりの頗序間て懇くパ部分

iil訟のまとまりごとに墜くョ{部分)(段落怠ill)

話題!こ沿って醤<， (部分 I0 

I句曲Ir 、!ftil漁i主 J. ~~ 1)令官寸も

表2 [記述]の指導事項の重点項目の系統表における評価

つ
醤
一
ご
っ
ζ

す
る
こ
ζ

の
中
心
を
鋼
一
一
t

h

と
語
や
文

ζ

文
と
の

謎
に
し
密
約
や
必
婆
に
応
じ
て
理
由
一
一
日
枕
吉
方
に
注
皐
し
な
が
ら
つ

や
栴
例
壬
辛
げ
て
醤
く
こ
と
A

一一《
り
の
め
る
文
や
文
章
を

工
又
阜
の
信
悼
と
常
停
と
の
遣
い
に
一
、
撞
く
こ
と

主
意
し
む
が
も
聾
く
こ
と
作

『
小
説

3
?匂
且
び
4
A
S
A叫守

母~i本と ;'f; i本との i皇い!こ;:1:1重して ii< 。

l!!-こうとすることの中心を耳丹波にする心

文章全体を通して中心となる内容を日月波1二記述するc
-段落相互のi型i{系から箆て中心となる段洛を号115査に
位官室付i寸るψ
各~~i菩の内容の中心をEJj誌に t2淫する。

総れたとこうにある総と路文と文のつながりを考える。 I 今

文と文のつながりを考えて記述する。 10

iiiJ後の語句のつながりを考えて82迩する。 10

1.1，r摘出 :) u託ね調 l~ ム 切 J)を'!ar寸ろ

③「読むこと」の様子

• (小)第5学年及び第 6学年までの漢字は読めるが，

書けない漢字が多い。

-知識としてほミ語と述語との関係J. i修飾と被修飾の
関係J. r指示語J. r接続語」は:f]lf!詳しているが，実際
の読み書きで活用できていない場面もある。

. r始め一中一終わり」などの基本構造や，キーワード
の探し方などは理解している。

. (小)第3学年及び第4学年の内容の比較的短い文章

であれば，文と文，段落と段落の関係(具体と拙象，

原因理由と結果の関係)をとらえることができる。ま

た， (小)第5学年及び第6学年の内容の文章でも，

段落ごとの大事な部分をぬきだすことができてきてい

る。ただし文章の難易度が上がったか文章が長く

なったりすると，段落の軽重がわからず，全体の中で

どこが大事な文章なのかをとらえることが難しくなる。



き，文と文，段落と段落の際係(具体と抽象，原因恕a!

と結果の関係)をつかんだり， 1始め-中一終わり jの

構造をとらえたりすることもできつつある。一方， 1書
くことjの様子としては，因果関係にあるこつの文や，

逆接の関係にあるこつの文など，つながりある文を書く

ことはできるが， 自分で意識して段落を作ったり，段落

同士の関係を考えながら文章を書いたり， という段階に

は至っていない状況である。

そこで，次の学習の段階として， 1読むことjで定若
しつつある力(段落のとらえや，文と文や段落と段落の

関係のとらえ)を活用しつつ， 1書くことjの中でも，
段落を意識したり，段帯同士の関係に注意したりして文

章を書くことをねらっていきたいと考えている D
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④「読むこと」の{説明的な文章の解釈}における到達度

ム一
O

A

一O
一O
一

0

0

一O
一
o

[説明的な文章の解釈]の指導事項の
重点項目の系統表における評価

表3

(
小
~
筑
九
4
d

学
年
止
，
U
鳩
山

4
品
川
s

年

段落(まとまり)にす

2. 単元 I

( 1 )単元の指導自標

話題ごとに複数の文をつなげ，

ることができる (1書くことJ)。

(2 )単元名

複数の文を段落(まとまり)にしよう

その文

(3 )学習活動

他者紹介文を書く。(ある情報から文を作り，

を話題ごとにつなげて段落を作る)

(4 )学習指導要領及び I[構成]と[記述]について
の重点化した指導の大まかな流れ図jにおける位置

づけ

学習指導要領における「構成に関する指導事項jと

「記述に関する指導事項J(以下， [構成]と〔記述J)に
特化して設定した単元である。

(小)第 l学年及び第2学年の[構成]の「事柄のJII京

序に沿って簡単な構成を考えること」と， [記述]の

「語と認・や文と文との続き方に注意しながら，つながり

のある文や文章を書くことjに位寵づく。

(小)第3学年及び第4学年の f段落相互の関係など

に注意して文章を書く能力J(1書くこと」の目標)を目

指しながら， (小)第 1学年及び第2学年の「内容のま

とまりごとに，幾つかに分けて配置していくことを意識

するJ(学習指導要領解説)ところを囲めるための単元
として設定した。

日構成]と[記述]についての重点化した指導の大

まかな流れ図」の中では， 1事柄のJII夏序に沿って書く」

ことをふまえながら， 1段落(まとまり)の役割を王MU~卒

して書く jところをねらった単元である(図 1)。

⑤「言葉の特徴やきまりに関する事項jに関する評価

「言葉の特徴やきまりに関する事項の重点的観点j表

に基づく wl~{illí を以下に示す。

. 1住んでいるところは，・・ーに住んでいますjのよう

に，主誌と述誌が重複した表現になることがある。

-基本的に主誌は「僕」であることがほとんどである 0

・主述のねじれはあまり見られないが，複雑な事象を表

現する I~祭に. 関係均すねじれることカまある。

. 1に・を・へ・でJはおおむね適切に用いている。
-修自iji誌として.高Ij詞・形容詞・形容動詞をmいる量が
圧倒的に少ない。 (1とてもJ1楽しいOOJなどの表
現はよく見られる。)

-指示諾を文章中に用いることはほとんどなし」

.1可じ文末表現は避けたいという意識はあるが，助動詞

の語業力が少ないために，表現が広がらない。日記で

は，希望の í~たい」で文章が締めくくられることが

多く，パターン化している。

-副助誌については， rもJrは」という表現はよく使う。
それ以外の副効認の表現は見られない。

-句点を;忘れることはほとんどない。読点については，

文脈に合わせて打とうという意識はあるが，見産しの

段階でその抜けに気付くことも多い。

・接続助詞では， IのでJIがJIけれどjを多用。
'I~が"・・・・が， 一 。Jのように. 1文の仁1=1に二度逆
接の語を使うことがある。

・接続認では， IでもJiしかしJrそしてJIなので」
「だからjをよく使う。ただし段落のはじめに使う

ことはない。

~ち}))~!}!.i 一!と〉

(3 )生徒Aに対する盟諸における指導方針

指導の基本的な方針としては， r読むこと」と「書く
ことjを相互に関連づけながら学習を進め，両者の力を

高めていくことを巨指している。

対象生徒Aの「読むこと」の様子としては，比較的簡

単な文章で、あれば段落(まとまり)をとらえることがで



iれ兄の学iJ，>trì~ と学ず{後とでは . 日記にも変化が凡られた。

ìi~.iêの予刊の |清までは， 日記の'11で段併を作ることがな

かったが，qt)[;の学内後には.話題ごとに段孫を作って

I! Ij~ を古:く ようになった。

こうしたqtj乙後の Ifi;くこと」のt莱fから， I [構成]
と[;記述]の折導lcJi..tJIの品川，I，(JJI日の系統表Jにおけるたl'
価においては， [1¥己述]については変化は見られなかっ

たが， [構成]においては 系統衣の(小)第 3学年及

び第4学年の「いくつかの文の集まりである形式段都の

役刑を脱併する (部分)Jという JYIIIについては，概ね
満足の段I~{;T で、あると詐1Iiii した 。

この評価をふまえて.次の r11子くこと」の iji.)L:として
設定したのが， ijl.)心Eであるハ

進j文での学刊が~jI:しい f どもへの 1 ，守くこと J の JI1導、li該'l年のIU，民放び内科，

|構成の効以 I I記述の仁六|

合
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「構成Jr記述」について重点化した指導の
大まかな流れ図

図 1

3. 単元E

( 1 )単元の指導目標

I"'J分のど-えカ{IりJfi{1fになるように. 1111象(1なな'Ji-W，jとH体
的な事柄を磐王IH して.段許制 1 / (.の関係に iì~ぶしてよ市を

井くことができる (，，IfくことJ)っ

(2 )単元名

段搭 (まとまり )IIIJ 1:のつながりをぶd&して計こう

( 3 )学習活動

(1しよ桁介 r['1 j]'は~である」を t!?くv (テーマ [jlil象]
を説IYJするために.例 [jL体]を示して丈fRをJ:く)

( 5 )単元の流れ

書く m.~同の材料となるものは， こちらから情~~I~ メモと

して与え司 「課題設定や取材に関する指導事項」につい

ては取り抜わなかったo [構成]と [記述]に学刊活動

をしぼり .話題など何らかの共通性によって，文と文が

つながって段落(まとまり)ができるのだということを

怠識させることをねらいとした

まず. lj-えたメモから文を複数 (6~ 8文)作り.作

っ た文の話題の共通性から.文を ~]ï.べ杯える 。 次に話題

ごとに色の異なるカラー)刊紙をそれぞれ段格に見立て.

丈を集めて段落 (まとまり )を作成，段落ごとに小見出

しを付けるという流れであった。

なお，カラー川紙を段務に見立てることで，

段落 (まとまり )をま11¥解する子段とした。

視覚的に

(4 )学習指導要領及び I[構成]と[記述]について
の重点化した指導の大まかな流れ図」における位置

づけ

学内指導;安~ti における(小)第 3 学年及び第 4 学年の

「持く こと」の1-1標である 「段許制1Jj，の関係にji-:.広して

文章を者く能)jを身につけさせる」ことに佐川づくもの

である。

本j手j乙で、は. I 見叫11 や並 ~ilJ といった迎按関係や H体

的な事柄と 抽象的な事柄，結論とそのJI ~. III や根拠といっ

た配列関係などの段終打j7工の|期係に注立するJ(学科指
導要領解説)とある'1'でも，特に具体li0な'ド柄とtlll象的
な事柄の関係を型解して文71を書くことを 11{~ß とする 。

そのため. まずはテーマ (iJJi象的なIJJ柄)に対して.
I ~支部 ( まとまり )J を意識しながら J*"体的な事例や根
拠などを挙げてくわしく常く U1-1本的に芹く )という学

科活動を行う。これにより， 抽象[内な事柄を具体化して

いくとはどのようなことなのかを，正|三従が概念的にJlj!_併

することを け指す。

その先の見通しとしては，I J刊本l切な事柄とflll象的な
寸HiKJJの双んー向での除j係性をおさえて， 文章を;!?く )Jを

身につけさせたいと与えている。

「日[構)成点]と[記述]についての屯)，1，

まカか、なi討流オ点Lれ|似凶x刈IJにおいては' 中.)L1から一段|哨ヒがって，

(6 )学習の経過と評価

対象性従Aが作った文と段部を1?<12に/f'すD

「どのようにカラー)IJ紙に文を分けたかJという発問
に対して.対象't.従Aは「水色は腿l床のエリアとして文

を分けた」などと説明し，段法 (まとまり )を 「エリ

ア」というとらえ)jで衣脱することができた。また.そ

れぞれの段活に対応した小凡山し付けをすることができ

た。そうした様壬からも，段落 (まとまり )という概念

が.対象tj:_従Aなりのとらえ)jで立識できたときl'仙したι

( 7 )単元Iの学習後の「書く ことjの様子

対象11寸走Aは.小学部の頃から1Tr11 11記をtl;:いており.
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(6 )学習の経過と評価

対象IH'!~A は n 分のテーマを 1 1 ' 1 分はこだわりや」 に

決め (これが以も+rlr象化されたものとなる )，このテー

マ (1'rll象)を4託lりjしていく!日本例として‘「タオル I I ~地

にこだわっている」とした そして，さらに 「どのよう

にこだ、わっているのか」という九体的な下制を争げ、て説

!日jしていく，という情成メモを作成した それがりょ¥2

である それを必に， 1私はこだわりやですcJという文

にあtく文市としてlicJAしたH体の文fftが，1災14のy:.I';'tで
ある

M-色いメモの院[条ll;:きにした内科を l文にまとめ.そ
れらをさらに好きな'1.:.地と峨し、な中地とでまとめている

峨rがμられる しかし，段治の井きJiや丈の作りに誤
りが凡られた。

17 20111ド主主?Jlk'{: IIH JI'f~ rtiJが|市川IJ)(妓学校研究キ己決 盗塁OQ;

I}立法 (まとまり )の役;i討をJ'llW(-.して lijeくjということ

をふまえながら， 1段治相11 f.の関係にnぶして，!?く 」と
ころをねらっている (1刈3) 

「構成Jr記述Jについて重点化した指導の
大まかな流れ図

図3

次に， 1 (1分はこだ、わりやJのテーマに対して. もう
lつ 「家族旅行プランJについてもこだわっているとい
う九休の文市を浮くということになり.そのための構成

メモを作った

初めは 「家族旅行プラン」の'11でこだ、わっていること

のメモを縦一列に、.ì f~べたため ( 1叫 5 )，関係性のとらえ

にl叫起があるのではないかと l汗価したが.構成メモにつ

いての IH~I引をする '1 ' で. メモr，iJl:の|剥係について， 1水
色メモをjL休化したものが、ピンクメモ さらにピンク

メモをH体化したものがFt色メモっ」などと説|引をする

ことができた。そして，やりとりを辿しておJ終的には.

11"分はこだわりやJ(水色メモ)の fに 「家肱旅行プラ
ンへのこだわりJ(ピンクメモ)，さらにそのドに 「ド調
べ (バリアフリー)J1休けい場I~rJ 1プランの内科 (食
'Jf. . il"U~ ) J (出色メモ)を横 ーダIJに花べることができた
(1段ぷ・|併段があるかないか」については 「こだ寸つりで
はない」と'1':リ|析してそのカードを捨てた)(1刈6)へこの

ことから， 'h1 f.~ ( ，片くことの材料 ) の H1本の段 I~}~ をぷ識
しながら.対象/1:.従Aなりに的幸Ilを構造化することがで

きたとか仙iした

さらに.その後紋色のメモで 1(砧炭のどんなところ
に)JJJLがつるつるになるj14泉J.1 (食'H，のどんなところ

図4
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(5 )単元の流れ

本Iji. Jじで・は， [十件成]における1'11存内科の 「段法制11(. 

の I~J係などに~i:ぷして丈ll;:を桃j反する jにf仏1，'，I~化した

さらに，r段終州 1(.の|刈係lにもいくつかの村知がある
か， ~ ，~:に r1'111象的な'ji:十件jとJ~. 体 (1りな 'J ï.制 」 の段治イ、11 / 1: の

IXJ係に1L化するこ とで 1[:.11じが;;::I刊の11(1<)ぷl識をはっ

き り さ せて lr~ りキIlめ る ようにした

ょた ij'i.Jしを泊して';:・'i)i?，f，助を[1テーマによ ってH

体化の制/.(をJ:Nぶ 2制/.(に沿ってll?く'jf制の材料を集

める. 3材料を核f'Hする， ，..1 ~iり'1[した材料をもとにH体

的な段治の丈市をJiく]という流れに統 一した この '
J1iのJ';!:門活動を繰り返していく 111で.身に付けたJh去を

主体的に?，ii川し， 'Jf~~ を H体化して J? く }J を柏み Lげら

uるようにした

?，rj!日jにおけるJ!1j与卜.の日!な点を以卜ーにぷす

lの 「テーマに対して， n体化の悦点を選ぶJi庁勤に
おいては H体化のための悦)，'.(カード (5VllIIや気持
ちなど) ( η~l~ 1 ) を参与にさせ. 品悦L，I人以'，

1，(

りときせた また， 2 3σの)l:r机j札Lι，人/，1点lぐt山山.¥‘，1，、にj討治(什?つて3J|作?く 'JドL柄の材材A 

平利料:1千|↓.を1集i主長:ミ鼻めるJ.1材料を牧J'1tするJ出動の Il!J~には. JU本の
段|併を，む識しながら.材料-を終Jlj!できるように H体の
段|滑に)，í:.~じて色別のふせんを他わせることとした ふせ

んの色をjL体の段|併によ って分け (水色→ピンク→此色

→総)• どの段件?のH休なのか，柊J'1lする|僚に似1'1:的に

分かりやすくしておくためである。

具体化のための視点カード写真 1



進Jitでの/l<況が慨しい[-どもへの 1';';:くこと」の折導

段終の役割を意識し文章全体の構造を与-えながら文市

構hえができることを 1-1~旨したい。

、117京学年の11f;~'i 及び|付作，18 

4. 指導をふりかえって

対象生徒Aの「持くこと」の様子として，少しずっと

はいえ着尖な成長をはることができたのも 一つには.

伽1~J Ijの折~!+計 I lj 'j などから|郡日i -;:~:;H~ I:等をふまえると IlíJ 11寺に.

[構成] の指導事JJIの重点項 11 の系統ぶなどを使い • II~ 

f庄の学科の ~J)y 待状況を奈川 かく.j:~i.屈することで，ポイント

を絞った，適切な折導11際や折導|付行の設定を行うこと

ができたからであろうと与aえる。

また. [構成][記述]について l立点化した指導の大ま

かな流れ|叫に恭づいた指導指針を疑う走行が伴られたこと

により i位なる場、liたり的な折導ではなく. iji. JL: J.えびJ受

業が長則的なスパンの学ザli品科のどこに1'f. ilYI~づいている

のか. またその先どこを11mすのかというは泊しを持ち

ながら指導できたことも良かった

今後も，こうした指導折針に)，~づいて.適切な指呼 11

傑 ・指導|付特設定を行い 生徒が1'1ら，14L与-する過れを)..:.

事にした授業尖践を継続すること で.'[:.徒の)Jを桁'たに

育んでいけるように. ~受業計として努 )J していきたい

家接請行のプラン

がけい場所

ドザ."";;-' ，、1""-

ブうンの内容
(食・温泉1

下調ベ

，/¥1)771)-

、と、なここに、、 ‘~ ;'}こへJ、. 同:内ぃ:ーにfて争い

家~t.性行のプラン

フランの内容
食・;皇家

体懇除去め

SA・PA'道の駅むと 1

下請へ

バリアフ)-

段差・階段があるかないか
Ji)7Jリーについて

図6 抽象と具体の関係で
構造化した構成メモ (2)
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本研究では，当該学年の11日!及び内作，進反での学内

が難しい fどもへの 1，作くことJの指導について研究し
実践してきた。5つの指導.b.F.l-JIのうち. 9J'i'(t'l三従の|部Ifi千
特↑tや指導の効栄等を鑑み. 1構成」及び 1，;己述jを村1

i[に関連させながら重点的に指導することのイJ効性を仮

説に敷いた。 「重点化 した桁導の大まかな流れ I~I J から

は，機々にぷされた指導内作から ;'1己主 ' I~徒にとって民

事111となる指導|人j符及び市導の流れを断まえることができ，

指導の指針を得ることができた。また， 9Jii'L'!-:徒一人
人の「許くこと」の能力における'た態や課題をおさえる

にあたり. 1 J行j与すi.J}1の沢I，'，UDIIの系統ぷ」を)1 )いるこ
とで，学科の刊行j.状況を系統的 11.つ詳細|にとらえること

( 7 )単元Eの学習後の「書くこ とJの様子と実態
学背後数11を経て，対象LI=.従Aから 「今までは出来事

ごとに段終を作って文章を許いていたけど，段落同上に

はつながりがなかったと思う 。もっと段落同士につなが

りを持たせた文r~ を脊きたい。」という発言があったD

j'P-)じEの学科が対象性従Aにとって.段決同土のつな

がりを意識させた契機になったようである。

現伯三対象I.T.徒Aは ql学2年1.1:.に進級し夏休みの

課題であった 12020年の東ボオリンピック，パラリンピ

ックJについて z占いた作文が，は18である。
前半と後、ドとでは話-題を具にしているが，前半の 「パ

ラリンピックの競技数が少ない」という段t符後半の

「もしパラリンピックに山場するならJという段終につ
いて.それぞれにつながりのある段落を作り ，論血だっ

た文章を書くことができている。

このように，部分としては段務11サtの関係性に注意し

ながら文章を許くことができるようになってきているの

で，次の見通しとしては.文市全体の仁1-1での

、、.，
，

rι
J
 

、
》
l

Aソ

g
t

-
ャ
宇
'

「パラリンピックについてJの作文

(文氏:11I ~寸

まとめと今後の課題

に)いろんなものが食べたいから.バイキングがあると

ころ」などのように抗色メモの内科を只-体化したメモを

作成することができた。

そして.作成した構成メモを1，Jとに記述したのが. 1 ~17 

の文章である。「タオルIt_地へのこだわり 」の文市より

も.より ~:IIJ 象と H体の関係を立識しながら段落を作っ て

いる機 fが凡てとれると評価した。

図8

E
 

構成メモから記述した文章図7

つのイ〉
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ができた。それらにより，指導 I~l 燃が絞られ，単元及び

各授業において取り組むべきことがi明械化し同時にポ

イントを絞った評1fl1iができ，指導の工夫や改善にいかす
ことができるという意義があった。しかしまだ諜;芭は

LLlしている。

第1}立は，系統表を活用した具体的な実態把tm及び評
価のあり方についてである。系統表をnJいた許1illiについ
ては一定の意義は前述した通りだが， どのような様子で

あれば項自の学習が習得したとみなせるかについては，

指導者の主観による部分が多い。より詳細な評価にいか

すには.複数の指導者が一定の見取りができるような何

らかの方法を検討する必要がある。また、各項目の内容

の過不足及び項目 11:¥1のステップの大きさについても，継

続して検討していかなくてはならなしh

第 2 点は，指導の一貫性，連続性を I~I っていくための

引継ぎのあり方についてである。担当者向の引継ぎに関

しては，児章生徒の実態のみを引き継ぐものでなく，学

習の履歴としてどのような手だて・聞と!吉:が有効で、あった

のかを引き継ぐことが，本研究対象である児童生徒にお

いては殊に重要である口これは第 1点と深い関連がある

と考えられるが.表をととのようなNJj . どのような教材

あればできると判断するのか否かについて. より具体的

に引き継く方法について採る必要がある。

第3}立は. I伝える力JI論理的に思考する力Jの{'i1び
についてである。「書くことjの指導は，文章を構成す

る力や文を記述する力を高めることを過して • I伝える
力j及び「論理的に思考ーする力」を1111ばすことが求めら
れる。これらの視点から;!と童生徒を評価し，国語科で得

た9JI識・技能を様々な場1I1]で活用できる子どもたちを育

てていくことを常に念頭に霞いて指導していくことが求

められていることを忘れてはならない。

本取組は f書くこと」の指導についてであり，昨年ま

でと併せると. 2つの領域について研究を進めてきたこ

とになる。 2領域については，指針となる考え方に非常

に重なる部分が多く， I書くこと」の研究を進めること
で. より「読むこと」の指導を深めることもできたので

はないかと考える。今後は複数の領域をより関連をさせ

ることによる効果的な指導についても検討していきたい。

また， まだ着手していない f話すこと.IJWJくことJにつ
いても，指導内容の重点化と系統化を I~I り，有効な指導
の関連のあり方も探っていきたい。

(文責:成田美恵子)
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22 当該学年の iヨ傑及び内容.進j支での学~~I が難しい子どもへの重点化の手-続きをふまえた指導

1 .研究の概要

1 .研究の自的

当該学年の学習が難しい肢体不自EI=19[1.に，算数数学科

の「基本jを押さえた上で、系統12{1をFFJいた自擦を設定し

指導内容の重点化，指導の工夫を盤恕することで，望ま

しい指導のあり方を検証することを 1~11~1<] とした。

2. 当該学年の学習が難しい脳性まひ兎の算数数学の実

回忌

当該学年の学習が難しい脳性まひ児の算数数学の実態

は，筑波大学的属桐が丘特別支援学校 (20l3)の標準学

力検査(以下より CRT)の検討により学習を難しくし

ていると考えられる 3つの要因を整理した。 1つは姿勢

や動作の不自由， 2つは感覚や認知の特性， 3つは経験

や体験のしにくさ‘少なさであり.これら 3つの要因に

より授業理解が難しく， また複数合わさることで学習に

難しさが現れていることが示されたD

CRTの正答率が全国平均と比較して下がった学年は，

小 3~小 4 であり，この学年から学習が難しくなってい

ることが示唆された。一方で全国平均と比較しでも同位

およびそれ以上のテスト問題，いわゆる得意としている

課題も見られた。それは，算数数学の知識，言-1-算技能に

及ぶ課題であり， これらの諜題は当該学年においても正

答することが見られた。これらのことから 3つの要因

により当該学年の学習に難しさが見られているが，全て

の内容が一概に難しいのではなく，知識や計算技能の指

導内容では，その一部が積み上がることが克られた。

3. 研究の概要

このような実態から，当該学年の学習が芸H~ しい子ども

の指導では，適切な実態把握に基づいた指導iヨ襟の設定，

指導内容の重点化，それに応じた指導方法の工夫が必要

であり，これらを通した重点化の手続きが求められた。

重点化の手続きのため，指導13襟や指導内容を整理し

重点化の方法を昨年度まで検討してきた。その結果，算

数数学の重点化の手続きは，肢体不自由の教科指導の基

本的な考え方である L字構造で整理することが確認され

i 主義 i 
i統 i
け生 1
1の 1
1翰 i

図 1 肢体不自由の教科指導のし字構造

た。このL字構造とは.縦が教科としての系統性や;も印IJ

性の ~jlll ， 1111lmlllが個別性の児童生徒の実態のililllで，重なる

ところが障害特性を踏まえた指導である (12{11 )。

当該学年の学習が員jí; しい )J位十I~l=.まひ児の算数数学の指導

では， L字構造の 3 ①縦，②11)'I，③重なりに対して
重点化を行い， これらの手続きから指導を行い検証した

この重点化したL字構造の手続きとは，①縦のiliJlIである

教科の系統性・専門性として算数数学の「基本」を捉え

ること，②棋のlIilllで、ある児章生徒の実態のllilllとして子ど

もの障害特性の把握を明雄にすること，①それらを合わ

せた障害特性を踏まえた指導として系統闘による学習習

得状況とつまずきを明らかにすることを行った。重点化

には，これら 3点を跨まえた手続きが大切だと考え，本

年度検証を行った。
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図2 当該学年の学習が難しい脳性まひ児の算数数学

( 1 )算数数学の「基本J
私たちは.算数・数学の系統性がはっきりしている教

科の特質から，小・ li='・高の一貫した考えを作ることに

した。そこで算数・数学の基礎・基本を，本分科会講師

の坪田耕三氏(青山学院大学教授)のアドバイスのもと

に，基礎と基本を分けて捉えた。「基礎Jとは，家を造ると
きの土台のように捉え，その上に新たな建築が構築され

ていくもので，算数数学では 1つの内容の獲得の上にさ

らなる新しい内容が積み重なると捉えた。次に「基本」と

は， -1すから上まで貫き通す芯のような幹と考え，算数数

学では一]主している考え方と捉えた(坪m耕三， 2014)。
この捉え方に立ち、学習に要H:しさのある脳性まひ児の

図3 小・中・高等部の基本
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算数・数学の「基本」を実態・指導方法から検討してき

た。その結果，算数・数学の「基本」を以下のように考

えた (I)gl3，表 1，2)。

表 1 小学校算数科の基本

A:+進位取り記数法とは， 1 0のまとまりの原理を使

って数を操作する考え方

13:し1くつ分かで、数値化するとは，単位を決めて，その

し1くつ分の数で、示す考え方

C:構成要素に着目する見方とは，構成要素に着目し，

その構成要素から閉じものを見つけていく考え方

D:変化するさまりと変化しないきまりでは，これらき

まりに着 I~I し，いつでも成り立つきまりを克いだす

考え方

表2 中・高等部数学科の基本

A:数の拡張と文字の利用とは，十進位散り記数法を基

に数を拡張して利用したり，文字の表現を導入した

りして数を捉える考え方

13 概念の形成過程とは，比較→抽象→概括を過した体

験を大切にして論証や証明を促える

C:変わり方の多様な表現とは， I記数になる事象を表や

グラブ，式などで表現することで捉える考え方

D 事象の数値化とは，数値化して傾向を判断できるよ

うに捉える考え方

(2 )子どもの障害特性の把握

子どもの障害特性を捉える方法は，次の5つを組み合

オっせ同てJ出屋し， 1主主M!した (表3)。

表3 樟害特性を捉える方法とその内容

方法 内容

個別の指導計画

心理検査

女11党検査

授業・行動観察

生活ヒの難しさ

中心課題と手だての確認し

客観的情報による実態の整理

客観的情報による実態の整埋

授業中での難しさや手だての把握

生活上の難しさやílIj~)，窓事}:哀の杷

この5つの方法により障害特性を捉えた。この11寺，当

該学生!ミの学習が難しい脳性まひ児の算数数学の実態で捉

えた3つの要因と，障害特性の把握を関連づけ整理し

j受業での配慮事項と手だてを具体的に設定した。

(3 )系統留による学習習得状況とつまずき

私たちは，障害特牲を踏まえた指導として小・仁1::1・高

の一貫した指導内容の系統性を，基礎・基本の「基礎j

として整理した。ここでの「基礎jとは，算数数学の基

本を踏まえ，重点化した指導内容を12:{:!三lilJの系統として

作成した，指導内容の系統図である。

この指導内容の系統図の特徴は，小・仁!コ・高等部の一

貫した系統性を示したことだけでなく，当該学年の学習

が難しい脳性まひ児の特'性を考慮に入れて整理した。

作成方法はまず，算数数学の基本を柱にして指導内容

の系統性を明らかにした。次に， JJ活性まひ児の/ト・仁1::1・

高等部の算数数学でH寺11，¥1をかけて指導している指導内容

を濃淡表で表し濃の指導内容を全て記載した。さらに，

脳性まひ児の指導が難しかった指導内容については，調11

分化して示した。また，基本に伴う指導内容ついては，

就学前から示し基本に繋がるつまずきを詳細に把握で

きるようにした。

この指導内容の系統図の目的は，指導iヨ襟の設定のた

めに，学習習得状況の把握とつまずきを捉えることにあ

る。そのため指導内容の系統I;g]を使用して， 1つ目は児

・生徒の算数・数学科の実態把握を行った。 2つ日は

系統性のある重点化した指導計画を作成し指導目標を

設定したD

1つ自の系統i盟を活用した実態把握としては，指導内

容のチェクリストとして活用した。指導内容に応じて，

Oの十分満足， 0の概ね満足，ムの努力を要する，の評
価を算数数学の授業者が作成し「どこまでできてい

てJIどこができていないのかjの実態把握をできるよ

うにした(図 4)。このとき，つまずきの詳縮を捉える

ことが求められた。そこで¥系統図の棋のメモ欄を月?い

て，つまずきと学習の様子を詳細に捉えられるようにし

た。例えば， I ( )を用いた式の意味と計算の)1慎序jが

Oであるのは， Iかっこを用いたり，複数計算が混じっ

たりすると活用は難しいjと詳細に評価を記載した。

2つ自の系統性のある指導iヨ標では，系統図を活用す

ることで，系統I;g]に基つεいた学習習得状況とつまずきを

把握した実態と，学習の系統性を見据えた指導計画をす

り合わせて，段階的な指導 I~I 標を設定した。

このように，当該学年の学習が難しいJj活性まひ児の算

数数学の重点化の手続きは， (1)算数数学の「基本J，

( 2 )子どもの障害特性の把握， (3)指導内容の系統国

による学習習得状況とつまずきの3点を踏まえた手続き

。十分満足 O 概ね満足 ム努色を要する

図4 系統留を使用したチェックリストの例
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が，重要だと考えた。そこで，本年度はこれら 3}去を踏

まえた手続きによる指導百擦の設定とその指導のあり方

を実践から検証することを在的に実践を協議した。

(文責:締本義治)

1I.実践事例報告

1 .単元名小学部第4学年

r IJ¥数のかけ算とわり算を考えようJ

2.対象児について

第4学年は.男子5名，女子 1名，計6名の学級集団

である。全般的に学習に対する意欲は高く， どの児童も

授業では積極的に発問に答えたか課題に意欲的に取り

組んだりしている。学習内容は，全員が当該学年の学習

をすすめているが，理解には個人差はある。

本実践においては，理解に難しさがみられる男子 1名

を対象児Aと設定し個別的な手だて・配慮を講じて学

習をすすめることとした。

3. 指導自擦の設定の手続き

指導目標を設定するにあたり，肢体不自由の教科指導

の基本的な考え方である L字構造をJ=FJいて，第2分科会

の研究でおさえた①教科の系統性(算数数学の Iti~本J)， 

②児童の実態，③系統1~1による学習習得状況とつまずき

の把握の 3点から，対象児Aの学習の難しさを整理した。

( I )算数数学の f基本j
本単元で扱う小数の乗法，除法は，小学校学習指導要

領(文部科学省， 2008) には以下のように位置づけられ

ている。

第4学年 A数と

( 5 )小数とその力司法及び減法についての理解を涼めると

ともに，小数の乗法及び除法の意味についてJ_!HWi:しそれ

らをrnいることができるようにする。

第 2分科，会では，数と計算領域の「基本」として，

什一進位取り記数法Jを挙げている。盤数の場合は，あ
る単位の大きさが10集まると次の単位となって表される

仕組みで、あるが，小数の場ー合には，ある単位の大きさを

10等分して新たな単位を作り，その単位のいくつ分かで

大きさを表している。ただ単に整数化する，小数点をつ

けるという操作だけではなく，被乗数，被除数の小数が

基準とした単位のいくつ分で表せるのかということや，

それらが10集まると次の単位に変わるということを，計

算の過程のtこl::tで意識させることが必要であると考えた。

(2 )児童の実態

対象児Aの実態を表]に示した。 1つ 1つの知識を覚

えたり，物事を継投c的に坦u詳していくことは得意である

が事必要な情報を自分で選択して取り出したり，既知!の

事柄どうしを関連づけることが難しい。そのため，本人

の分かる形で情報を提供すること，考える 11寺11，¥Jや説明す

る機会を設けるなど，特に情報の取り込み・整理]!の難し

さを 11~1~1jの指導計画における指導上の手立て・配慮とし

て設定し普段かかわっている教員間で共有している。

表2に， 1Wl~1jの指導計画における対象児Aの指導方針を

示した。

表 1 対象党Aの実態

・低緊張， [出11支は左優位の痘性まひ。そのため， ヒJj支操

作に難しさがある。

-物事を時系列で単純に記憶することは得意だが，その

仁i二Iから必要に応じで情報を取り出したり，意味を::.号え

7こりすることは難ししら

• I~l ううのお!っていることに対してはf~社長1:\''] に字さえたり，

説明したりする姿がみられるが，考えを問われるとな

かなカミ答えられないことがある。

・一つ一つのことは理解できるが，それらを関連づけaて

考えていくことは期tしい。

-友だちとの会話の中では，唐突に自分の好きな誌をし

始めたり，話題を変えたりすることがある。

-悶詑では一つ一つの出来事や事柄はてやきるが，そ

れらの集まりヵ、ら主な点を挙げることは難しい。ま

た2 知らない単語は拾い読みになり 3 まとまりをつか

みにくかったり，漢字やヰli訟を一つ一つ党えているの

で， ~見習の単語や言葉の意味から推測したりすること

が難しく，話棄が少ない。

表2 対象児Aの個別の指導計画における指導方針

中心課題 指溝上の手だて・配慮、

-身体への意識を高める。 ①情報は本ノ¥の分かる言

・自分なりに情報を取り入 葉・量:・形で提供する。

れる方法を身につける。 ② I~I 分の言葉で説明させ

・状況に応じて友だちと関 る機会を設ける。

わることができる。 ③考える|時間を十分とる。

④友達との会話の楠渡し

をする。

⑤自分の考えとは呉なる

観点を提示する。

⑥姿勢に控l己lをする。活動の

始めや切り潜え 11寺などに

姿勢を起こすようにする。

(3 )系統図による学習習得状況とつまずきの把握

第2分科会で作成した系統留をFl'Jいて，対象児Aの数

と計算領域における，学習習得状況およびつまずきの実

態把握を行った。これまでの指導内容について，。を
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数と計算

小数・分数の
!!!lJlIJ計察

表3 対象児Aの数と計算領域の系統図(メモ欄の抜粋)

来法・除法の意味

. 1つ分の大きさが既に決まっているとき，そのいくつ分かに当たる大きさを求める時に乗法をFI=lし、ることは浬解している。

・基準となる数を文章のIゃから I~I 分でL見つけて何倍かを答えたり，もとの大きさのいくつ分かを答えたりするような問題のときに，

題意を読み取ることが難しい。

・たし算で表す計算をかけ算で表そうとすることがある。例えばりんご50円とみかん 50円を合わせるというような問題のとき，

r 5 0刊が2つだカミら 50X2です」のように，数字上はi訂JL50 円でも，式の意味が異なることを気にせず立式している。

. 0.1が 10こで]になるというような単純な!J、数の構成や，力11減計算，示された小数の位は何かを答えることなどはできる。

・r1がOこ， 0.1が口こ， 0.01がムこJのように，位がjI出番に示されている小数の構成の|問題は解けるが r1がOこ， 0.001が口こJ

のように， {立をまたがっている問題の時には位取りがわからなくなる。

. 0.01 が 150 こで1.5 になるというような，複数の位をまたがって小数の椛r&を考える 1~~lJ器は難しい0

・1mや 1Lなどを基準にしたとき， 1m30cmは何mカ、など，はしたの昆盆$を小数で

. 1m=100cm， 0.1mご10cmなど¥呉なる単位の関係を 1対 l対応、で覚えているが，実際のi易自で活用することは難しい。

-具体物を3等分した 2つ分というような免方はで、きている。

. 1/10と0.1が同じ数で、あるとしづ関係性は知識としては理解している。

. 1/2， 1/3などの単位分数がし、くつ分という見方で 3 分数をJjlえられるようになってきている。しかし，自分で基準となる単位分数

を見つけ出すことが難しい。

. 1111や1しなどをいくつかに等分して表すときに，し、くつに分かれているのか， 1つ分が何かを自分で見つけ出すことが難しい0

・数直線やテープ図などで去された分数を答えること，それらを説明したりすることが難しい。

. +w分数どうしのたし算・ひき ~~iで\整数どうし，分数どうしを計算した方が楽な問題であっても，全て仮分数に直して計算してい

る。

25 



26 当該学年の目標及び内容.進度での学習が要li:ムピ王どもへの重点イヒの手続きをふまえた指導

分満足J.0を「概ね満足J，ムを「努力を要する」
として評価を行った (IKll)。また.r努力を要する」と
なった内容については，具7体的にどこまでできていて，

どこでつまずいているのか，メモ欄に記載した(表3)。

系統I~I を用いた実態把握から，対象児Aは計算の技能

や，知識を覚えたりするものは身についているが，基準

量を自分で見つけ出すことに難しさがみられることが読

み取れる。そのため，本単元においては. 0.1や0.01など

の基準となる単位を見つけ出すことや，それらがいくつ

分になっているかで被乗数・被除数を捉えられるよう，

指導をすすめていくこととした。

4. 単元の学習目標・評価規準

，l-j、仁の手続きを基にして，単元の学習目標の設定を行

った。十進位取り記数法を基本に. 10のまとまりで小数

をとらえることや，必要な情報に注iヨすること，基準の

いくつ分かで、被乗数・被除数をとらえることをふまえ.

学習目標を設定した(表4， 5)。

表4 単元の学習目標

・被乗数や積を，ある位の単位のいくつ分かに自を向け

て，その大きさを考えることができる。

-被除数や商を，ある位の単位のいくつ分かに目を向け

て整数値iとしてとらえて考えることができる。

・ノト数×整数，ノト数÷整数，整数十整数で商が小数にな

る場合の計算の意味や計算の仕方について浬解し，それ

らの計算ができるようにする。

表5 単元の評価規準

算数への
-来数やi除数が整数である場合の小'I&の来

法および|除法の計算の仕方を，整数の乗法
i長l心・意欲・態度

数字:I~I']な考え方

や除法とI'W]@づけて考えようとしている 0

.来数や|徐数が整数で、ある場合の小数の来

法および除法の計算:の仕方を考えている。

-釆数やi除数が整数である場合の小数の乗

数量や図形に 法及び除法の計算ができる。

ついての技能 ・整数を整数で書IJって陪が小数になる除法

の計算ができる。

-乗数やi除数が整数である場合の小数の乗

数量や!~UI予につ 法及び|玲仕;の意味について理解している。

いての知識・fllI解 ・繋数を整数で芸IJって闘が小数になる|除法

について，簡の意味を限解している。

5. 学習活動(単元計画)

表6に，単元計画を示した。単元計画を作成するにあ

たっては，系統閣をn札、た実態把揮を基に学習内容を構
成した。対ー象児Aは基準とする{立を見つけたり，位向土

の関係牲を捉えたりすることに難しさがみられるため，

まず小数の位取りの原理や小数の構成について，振り返

る11寺11'¥]を設けた。また，具体物や半具体物の操作から計

算の仕方を考え，主，1算の仕方と繋げる f考え方」を扱う

時間?と，考えたことを基に実際に筆算を使って計算を行

い，技能の習熟を国る「習熟Jの11寺i習を分けて設定したE
このようにすることで，十分な 11寺 I~'\J をとって計算の仕方

を考え，翌日角iI'を涼めた後，児童の得意な計算技能の部分

で習熟を I~I れるように構成した。

表6 単元計画

計算と関連づけて考える。

3 ・1/10の位までのノj、数に11立数をかける計算において，
4 被来z数の小数を 0.1の何こ分とみて整数化し，整数×整

数の計算と|具Jiiliづけて，計算の仕方を考える。

. 1/10の{立までの小数に 1位数や2{立数をかける計算

を筆算で行う。

5 ・11100の{立までの小数に]位数をヵ、ける計算におい

6 て，被乗数の小数を 0.01のいIこ分とみて?を数化し，整
数×盤数の計算と|羽iiliづけて，計算の仕方を考える。

. 1/100の佐までの小数lこ]位数や2位数をかける計算
を筆算で行う。

7 ・小数÷整数の計算の仕方を， J先習の整数の除法ー計算と

関連づけて考える。

8 ・1/10の位までの小数を 1位数でわる計算において 2

9 被除数の一部または全てを 0.1の何こ分と見て整数化

し，整数÷監数の計算と関連づけて，計算の仕方を考え

る。

. 1/10の伎までのノト数を 11立数でゴつる計算を筆算で
つ。

1 0 ・11100の位までの小数を i位数でわる計算において，

1 1 被除数の一部または全てを 0.01の何二分と見て整数化

し，計算の仕方を考える。

• 1/100の位までの小数を11立数や2{立数でわる計算を
筆算で行う。

] 2 ・小数÷整数で余りが出るとき，単位とする小数の何こ

分として，余りの大きさについて考える。

1 3 ・整数÷整数で，商が小数となる計算の仕方を考える。

そのl民~， :jyj.(総数に0をお1iって計算を続けることをおさえ
る。

1 4 ・小数÷整数で，指が小数となる計算の仕方を考える。

-商を四捨五入して概数で寸ミめる。

1 5 ・小数日ーをj刊し、て何倍かを表すときに， IZlなどを用いて

1 6 

6. 指導および教材の工夫

( 1 )指導方法の工夫

小数×整数，小数ム整数の計算の仕方を考えるときに

は，被乗数・被除数を整数化して捉え，目見習の乗法・除

法と関連づけることで，理解を深めていくことが一般的

である。しかし対象児Aは基準量を自分で見つけ出す

ところに難しさがあることから，整数化して捉えるとき

に，基準とする単位を見つけることへのつまずきが予想

される。小数の構成や位取りについても，知識としては

知っていても，実際に活用することが難しい。そこで，

単元を通して授業の冒頭でゲームなどの様々な活動を行

うことで，小数が整数とi可じ十進位取り記数法で表され



筑波大学紺属柄がj王特別支援学校研究紀要 第50巻 2014年

ていること，ある単位を基準として小数を捉えることの

習熟を I~l るようにした。このようにすることで，被乗

数・被除数をある基準の伎を基にして整数化してとらえ

て計算の仕方を考えるための基礎を身につけさせること

をねらった。

(2 )具体物操作の工夫

兵イ本物や半具体物を使って，計算の仕方を考える活動

を行うことで，実!惑を持たせて理解できるように設定し

た。先にも述べたように，対象児Aは，計算は得意であ

り.子111f[に沿って正しく f作くことができる。しかし，こ

れまでのImWJ計算においても意味理解が十分ではなく，

実際の場面で活刑することが難しいという実態があるた

め，筆算をrrJし 1て計-$宇:を行う前に，具体物や半具{本物を
操作しながら計算の仕方を考えることで，来t法.I除法の

意味や.小数を掛ける，割ることの意味についての翌日WI~

を涼めていけるようにした(写真 1)。

写真 1 具体物操作の様子

(3 )板書・ワークシートの工夫

板書:は，具体物操作の活動でったことを継次的に説

明させる時間を設け，発言したことを手順通りに提示す

ることで，行った操作がととのような活動だったのかをJln

解しやすくした。また， ここで提示した項目を用し、て，

4.2~3 の筆算のしかた

[芯 4しを3入に等しく5Jljる。

4. 2~3 の築葬をしてみましょう。
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具体物操作の子111ftに沿って筆算を行う活動を設定した。

その際にはワークシート (lzl3)を活用し ]つ 1つの

手JIIf[を線認しながら進めるようにした。このようにする

ことで，具体物で操作した手順がそのまま計算の手順に

なか具体物操作と筆算とが関連していることが理解で

きるように工夫しfこO

7. 評価について

本実践では， -j-j住位取り記数法を基本に， 10のまとま

りで、小数をとらえることや，基準のいくつ分かで被乗

数・被除数をとらえることで，計算技能の獲得ーだけでは

なく，小数の乗法・除法の意味の理解を促していく重要

性を認識しそれらを!r'C:I!:tの具体的な学習の様子から評

1ifliすることとした。

対象児Aは. 1や0.1を10こに分けるなどの具体物操

作の体験を通して.+進位取り記数法をもとに小数を捉

える力が高まってきた。また，具体物操作で、行ったこと

を自分の言葉で説明することができた。児童の発言の中

には.筆算の過程の仁!こ1で. 10.1が12こあるj等といった
ように.0.1を基準として，それらがいくつ分あるかを

説明している様子もみられた。このような様子から，計

算技能だけではなく，その仕組みや意味についても理解

できているようすがうかがえる。よって対象児Aは本単

元の学習iヨ襟を達成できたといえる。

8. 単元の指導をふりかえって

本実践を行うにあたっては，第2分科会の研究でおさ

えている①教科の系統性(算数数学の「基本J)，②児童

の実態，③系統図による学習習得状況とつまずきの把握

の3点を捉え，指導iヨ襟の設定を行った口このような手

順を踏むことで，児童のつまずきを教科の系統性という

軸と，児童の障害特性という1lilllの2つの方向から把握す

ることができた。さらに系統図を活用することで，今児

はどの手文階にあり， どのような目標で学習していけば

よいのか明確にすることができた。また，指導目標が明

維になったことにより，つまずきに対してどのような手

立て・配患を行うかということも，より具体的に示すこ

とができた。本実践の中では学習習得状況やつまずきの

把握が中心であったが，系統Izlを基に，次に習得すべき

指導内容は何なのかを捉え，先を見据えた指導を行って

いきたい。

(文責:古111 貴仁)

m.まとめと今後の課題

第2分科会では.算数数学の「基本」をmlllに押さえた

上で，系統i却をmいて児童生徒の実態と単元の学習内容
とを!l日らし合わせて学習習得状況とつまずきを把指し

実態と単元の 1~1 様をすり合わせて段階的な目標を設定す

るという手続きをふまえて実践を重ねてきた。年間の単
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元計画の!配列，指導の!II買序，教材の選定など指導方法を

工夫して授業を展開けーる仁1=1で，次第に「系統国を月札、る

ことで子どもの状況を把握し次のステップへの見通し

がもちやすくなったjあるいは「障害特性をおさえるこ

とで目標達成に向けた手だてや配慮が整理しやすくなっ

たj等の子応えを得てきている D しかし，研究協議会に

参加された他校の先生カーからは. {Iilll々 の学習上の困難に

ついて全員に対応しきれず一斉指導で教える難しさがあ

るという声や，教科の力をどこまでつけて生活の中で活

かせるように教えていくのかよく見えてこない等の謀題

があがってきた。

本分科会議flWの鈴木淳一氏(筑波大学問属聴覚特別支

援学校教諭)からは，小学 I 年からj:1~1 学 3 年くらいまで

を見越して，指導内容の系統性はもちろん，指導方法の

系統性や使用教材の系統性も考える必要があるという指

摘を寄せていただいた。また，本分科会議fiillの熊谷恵子

氏(筑波大学人間系教授)からは，対象となる子どもた

ちにとって抽象的な内容の理解は難しいが，使いやすい

感覚や得意な処理様式(継次処理優位，同時処理優位)

を意識し身近な題材をmい，言諾化なと
夫によつて週理u解1拝卒できるものもあるという具イ体本的なf例3子列i司jを紹
介していたfだごぷしい、た O 当校の}川!リI1問7古司;司1校長も<t. 統合過程が要朝鄭難H任hし
い子とどともや複雑な内答の坦理:解にi限浪界がある子どものj場揚合

に「どこまでで、指導導:するカか、J.取り扱う内容を具体的な内
容にする際に「どこまで扱うかJについて考えていく必
要があると強調している。

私たちは，これからも「基本」を押さえながら，何を

どう指導するかについて実践研究を重ねていき，子ども

たちに適した学習環境や個々の特徴を踏まえた指導を展

開していきたいと考えている。今後とも引き続き，重点

化の手続きをふまえた指導について検討・検証を繰り返

し重ねていくことを白指している。

(文貰:木村理恵)
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30 知的障害を併せ占有する子どもへの教科に基づく指導

1 .研究の概要

1 .研究課題

「知的障害を併せ有する子どもへの教科，に基づく指導J

2. 研究目的

)j支体不自EI:Iと知的障害を併せ有する重複障害泥は，そ

の障害特性により，学習内容の習得に遅れや掘りを示す

ことが多くみられる。そのため. il~l の実態を充分に把握

しそれぞれの教科の系統性に即し着実に積み上げる

ことが重要となる D しかし，領域・教科を合わせた指導

等では，教科の系統性に即した指導目標・内容を設定し

指導することが難しい場合がある。

そこで，当校施設併設学級では，前述の重殺障害児に

対ーする系統的な指導目標の設定について実践研究を重ね

てきた。本研究は.当校の平成25年度全校研究の一環で

あり.対象児のi童話科の実践例を基に，実態把握，指

導目標・内容の設定，評価について考察することを目的

としたものである。

3. 研究課題設定理由

( 1 )障害特性と国語科の指導の現状

肢体不自由と知的障害をあわせ有する重複障害児と単

一障害としての知的障害児の様相について比べてみると

当校の準ずる課程の児童生徒の砂f究結果と同様に， PVL 

の児童生徒には.動作性<言語性，群指数 逆 NJI~，同

時処理く継次処理，祝党認知能力が弱い等の障害特i‘生を

示すことが多い。また，二分脊椎で水頭症の児童生徒に

関してな視覚的ワーキングメモリーが弱し Eなどの傾向

が見られることが多い。つまり H支体不自由の原因と成る

疾病によって，知的な能力についてアンバランスな加が

見られることが多く，教科の内容についても得意な内容

と不得意な内容がはっきり分かれていることが多いと考

えられる。また.肢体不自由全般では，運動・行動の範

囲が狭く経験不足になりやすし受動的になることが多

いため自分から繰り返し経!換を積んでいくことが難し ¥;¥0

(2 )言葉の膏ちと国語科の系統的な学習について

通常，乳幼児は8か月になると，それまでの唇を合わ

せて出す「まJiぱ」などの発音も明僚になり， iわん，
わん」のように援切ることもできるようになる。

また， 自分の方から他人の注意をひくために意団的に

音を出すようになる。 10か月になると自分の意思や意図

を伝えるための言葉が出るようになる。 1歳になるころ

からは，人や物への意識が出てきて， 自分と他人・物と

の関係に三項関係が成立し意図的なコミュニケーショ

ンができるようになる。その後は，遊びを通していろい

ろなものへの興味も増え，次第に大人の言うこともまね

るようになり， !~I 分のものとして吸収するようになる。

このように局関の環境や人への関心の広がか遊びゃ興

i床のjよがりを通して， は増えていく o 1歳4か月く

らいになると，生j舌のiやにな ¥;¥q却の

なる。

もわかるように

しかし，肢体不自由があることで遊びが広がりにくか

ったか言語障害があることで言葉が出せなかったり.

フィードバックできなかったりすること，そして知的障

害のために言葉の概念がつきにくかったり，言葉が定着

しにくく，民主(の力が11j1ばせない状況が多く兄られる。

まず吉や遊びなどにおける言語活動の I~I=I で，

の概念を育てる必安がある。そのためには，言語活動の

指導の中で，繰り返しその言葉を鈍う経験を増やしてい

く必要がある。

次に， 言語活動の1=1=1での言葉の指導iこ加えて. VIJに取

り出す形で言語の指導を行うことで， さらに言葉を使う

スキルを高めることが必要である。

このようなことから庄日号は，その教科の特性から，知

的障害を{j1=せ有ーする子どもたちの学力の計efi!liが難しいが

ひとつの指標であるチェックテストで状態を把揺し生

活や活動を中心とした領域・教科をあわせた指導のほか

に国誌の系統的な指導をするi時間が必要であると考えら

れる。

そこで学習したことを.実際に領域・教科をあわせた

指導や生活の'+1で、応用しながら使っていくことでコミュ
ニケーションの能力を高めることが必安である。

(文支向LLJ 勝郎)

4.方法

知的障害を併せ有する肢体不自El:19己はその疾病を併せ

有することで単純な知的障害児とはかなり呉なる様祁を

示すことも多い。この肢体不自由の 11~1 々の様々な障害特

性~こ合う指導を進めるためには，教科内容の目標分析を

行い，一人ひとりの学力を明らかにした上で、その学習を

プログラムする必要がある。そのためには，ベースとな

る教科，の内容系統表，障害特牲を考慮した指導内容表，

教科のキBl吉1)にわたる学力のチェックリストが必要である。

それをrFJし1て，個々を診断的tFF1illiし個々にあった学習

を計画し展開し|即時評1illiすることによって，重複障

害児の個々にあった学習を保できると考えられる。

5. 研究の内容

( 1 )盟諸科内容系統表の作成

小学校学習指導要領，幼稚園教育要領，保育所保育指

針，知的障害特別支援学校学留指導要領を基に教科及び

領域に示される内容を盤理し小学校第2学年までの国

語科の内容を系統的にまとめた。

(表 1 1盟諸科内容系統表参ni~)

(2 )国語科指導内容表の作成

①国語科教膏と指導内容の構造を考える

国語教育は， 日本語教育であり，全教育活動のrl=1で特
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に様々な言語活動の中で養われるものである。子どもの

Itl誌の力は，学校における教育活動全般〈各教科，各詰~I

j或，その他)で行われる国誌に関わる指導と特設した時

間に行う国語科教育が十分に機能し合ってこそ1111ばすこ

とができる。そして，lal語科教育は， fal誌の力そのもの

をや1Iばすことをねらいとし EJ本語ーについての体系的な

知識(発昔・単語・文字・文法など)を教える「言語の

指導jと， Ef本誌を用いてする活動「開く J1話すJ1読
むJ1書くJを教える言語活動の指導とに分けられる。
さらにその下支えとして， I~f 立活動の指導があると考え

られる o (1~ll) 

国語科教育の「言語の指導Jと「言語活動の指導jと
を段階的に考えると表2のようになる。

②指導内容について

国語科内容系統表を基に「言葉の指導」の内容として

話・コミュニケーション発達スケー jレ(LCスケー

国語教育

国語科教育

II 

i主 .lL 

II 

ル)の各課題と構造を主な参考資料とし言語活動の指

導内容としては，東京都教育庁指導部義務教育特別支援

教育課 11知的障害特別支援学校における各教科の具体
的な内容の例jを主な参考資料としその他発達諸検査

の項jヨ等を参照し肢体不自由を{月:せ有する重複障害児

に対する障害:~すIt を考慮した指導内容表を就学後( 1・

2 年)までの i童話科の系統I~Iせな指導内容表を作成した。

(表31盟諸科指導内容 表4国語科指導内容参照)

(3 )チェックリストの作成

教科学習の診断的評価及び総括的評価を行うものであ

る。教科指導の計画を作成する上で、の個々の児童生徒の

実情を明らかにするものであり，指導内容表を基にチェ

ックリストの作成をした。実際にチェックするためにさ

らにチェック基準を定めて作成し数名に対して，匡!日吉

科学習内容の診断的評価及び総括的評価を行った。

(表5~12 チェックリスト参照)

。!ヨ

}L 

活

Yi)J 

すべての教育活動

に関する指導

イ生 :ドI: 道

教 日IJ パイレ斗trじEー3 、

平| 1舌

YVJ 

〈J1公心、ぷ!こ:X1 

I:I¥Jな

-三j手-刃~三1j 

。コ

H寺間

j舌 重}J

図 1 国語科指導内容の構造
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表2 国語科教育の指導内容の段階

指導内容

言語の指導 言語活動の指導

日本語の発音・単語〈語葉〉 ・文字・文法な 読む・書く・開く・話すなどの

どを体系的、系統的な知識を指導する。 言語活動について指導

発音 文字 文法 語棄 開く 話す 読む

①複雑な指 ①間的な 0教li:i日や友j主 。見聞きし 。文字な

音損操作 ひらがな 示の理]角!I~ などのし たことなど どに関心

n 特殊音節 ②助言号、 助 ②反対語 葉に慣れ， を簡 をもち，読

勤前!の理解 ③草1)前、疑 な説明 し 葉で話す。 もうとす

③受動態、 !官=J~司の J理解 掛けが分かる。 0見聞きし る。

能動態への 0身近な人の たことなど 0簡単な

変換 を開いて， 1村 のあらまし

!容のあらまし や I~I 分の気 い文など

が分かる。 持ちなどを を正しく

教HrlJや友達 読む。

と話す。

geε工i王工1二 . 了lヨ乙tず!んii空間・ Izl①受動態、 ①実物・絵 0教f:市の話を 0教訓iなど 。教師と

①音の認識 形の認知l能動態のJl:l~ の認識 11rlし寸こり? の話し掛けー ーー司中:主ヨifz:.早O口s 

②音節分解 ①線の認 )11平 ②霊、疑 などを読んで に応じ，表情 本などを

③音節1:IIJI::U 官主 ②助詞と三 間百司、形容 もらったり 3 身振り， 楽しむ。

@音韻意識 ②形の認、 詑連鎖のJlll詞の盟拍手 る。 声や街単な

;哉 ③位置の表 で表現

ろ1 する。

。 毒事ことばの獲得をうながし、初歩的な言語と言語活動をそだてる指導

(刑事例研究と授業研究

実態をチェックリストで評価し指導内容表を基に指

導計画を作成し個々に合った指導 I~I 襟を設定し適切な

指導をするために授業研究進めた。また，国語科内容系

統i翠，指導内容表，チェックリストを活用した指導実践

をもとに，その効果について検証する。

(5 )教科内容の系統性を重視した指導

教科内容の系統性を重視した指導とは，右記の図2の

ような流れとなる。

書く

。文字を

くこと

に興味を

もつ。

Of罰 な

4ノt三E上Jゴ-

い文を工II

仮名など

く。

。いろい

仁ブ) 日己

)~~具を使

って書く

ことに親

しむ。

チヱヲクリストテスト(韓括的課題)
図2 指導実践の流れ

33 



む
J
4
与

容
く

0
文
字
を
書
く
こ
と
に
興
味
を
も
っ
。

読
む

0
文
字
な
ど
に
関
心
を
も
ら
，
読
む
う
と
す
る
。

0
見
Il
!
l
き
し
た
こ
と
な
ど
を
簡
単
な
言
葉
で
話
す
。

開
く
・
認
す

0
教i

lI
lî
や
友
達
な
ど
の
言
語
し
言
葉
に
慣
れ
，
簡
単
な
税

Iy
~や
話
し
樹
、
け
が
分
か
る
。

JI 
I嘗
I
(
児
疫
が
生
活
の
中
で
か
か
わ
る
後
々
な
人
の
訴
し

~)
ì1
;
，
テ
レ
ビ
.
ラ
ジ
耳
な
ど
の

1
(
凡
た
り
，
IJtl
¥-
、
た
り
体
験
し
た
り
し
た
ニ
と
生
，

fií
jij

i.
な
言

f(
~
(i;;
1
え
ば
I1
W
'I
fの
お
lii
j.¥
O
+
r
i
!
i
な
も
の
の
合
liij
の
ヰ
ム
{
が
名
?
絵
本
や
テ
レ
1
U
~
í
本
物
や
絵
カ
ー
ド

'~1
と

[li
tH

f'
;(

J文
'j'
二
カ
ー
ド
ヤ

F
の
マ
ァ
チ
ン
グ

ス
|
官
苦
!
T>>
;t
本
を
通
し
た
{
:
f
戸
の
口
i
l
J
I
，
l
.
iaf
}，
支
な
ど
に
慣
れ
7
見
た
り
|
員
l¥-
、
た
り
し
て
，
そ
の
い
J
1
0
0
を
し
た
。
J
な
ど
)
で
11]
:
'
j
二
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
オ
る
こ
と
，
1ヒ
¥
ま
ん
が
な
ど
に
/JJ
て
く
る
も
の
の
才
JffJ
、
や
が
dV
J
を
知
り
，
j行
1，
な
ぞ
り
浴
き
や
!
英
倣
し
て
ね
く
こ
と
に
よ
り
，
人
や
も
の
の
名
IIII

百 奇 心 一 訴 前 命 事 ι 4 4 4 4 ー か ボ ~ H d J 3 A t片 品 川 一 ム い 持 、 は 〈 斗 町 一 指

テ
|
活
l;
f;
を
i楽
し
む
こ
と
。
ま
た
，
111 
:ro
の
話
を
最
後
ま
で
Il
ll¥
、
た
り
す
る
こ
と
，
教
rJji
や
友
|
主
た
，

13
分
の
名
前
や
嬰
求
な
ど
の
ど
を

ll
il

.i
こ

{i
iえ
る
こ
と
。
術

iji
.な

(t'
)l.

、
1\
、
読
み

tJ~
ど
会
し
て

E主
主
主
の
数
を
と
J
i
YI
や
し
て
い
く
こ
と
句
主
た

.I
I:

J
文
'
[
:
で
炎
せ
る
こ
と
を
知
り
J:
く
こ
ど
へ
の
興
味
・
mJ
心
を
J
l

')' 
l1f
vJI
 途
な
ど
の
簡
単
な
指
示
や
鋭
191
，
話
し
係
け
を
1111
い
て
7
そ
の
指
示
な
ど
に
合
わ
せ
た
|
さ
つ
を
す
る
こ
と
，
友
i主
と
ー
絡
に
附
qi
_
な
せ
り
ふ
の
あ
る
劇
な
ど
を
ii
う
こ
と
|
文
'
芋
だ
け
で
な
く
，
11
常
生
活
で
H
に
触
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
ン
ン
|
て
る
こ
と
。
主
fこ
。
*
仮
名
の
筒
Ip.
な
あ
七
!
な
見
て
向
き
'
写
し
た
り

プ
lの
l行
動
が
で
き
る
よ
う
;
こ
す
る
こ
と
)

5
 I
j~

1 

導
rl
認
を
終
わ
り
ま
で
的
か
に
IHl
く。

6
 1
 12 
物
館
な
ど
を
!
持
iい
て
、
お
よ
そ
の
内
谷
が
分
か
る
。

議
1
1:3
教
師
な
ど
の
税
悦
友
迭
の
話
、
簡
単
な
放
送
、
録
音
な
ど
を
IJ
f
l
い
て
、
l人
f
#
の

代

*
ル
マ
ー
ク
や
fii
iij
i
な
}
i
:
ポ
1/
ど
の
特
徴
が
分
内
、
り
，
こ
れ
ら
へ
1.
1'
1
分
の
1
'd
I
I
i
¥
コ
身
近
な
も
の
の
名
liij
合
、
I
'
i
.
以
よ
れ
で
説
い
た
り
す
る

の
|
弘

j心
べ
へ
も

7
と
す
る
怠

W\
~と

iJ
て
る
こ
と
。
)
こ
と
り
)

17 
絵
本
ペ
コ
ペ
コ
さ
し
い
読
み
物
を

r~'f
f.む
こ
と
に
興
味
を

j'l
jつ
。

12
3
進
ん
で
文
字
を
が
こ
う
と
す
る
，

を
J盈
し
て
す
お
す
こ
と
に
↑
1'
J
:
?
'
L
る
こ
と
。
)

6
 
身
近
な
も
の
や
興
味
あ
る
も
の
の
名
前
を
立
に

7
 
教

(:I
jîや
友
速
の
'
Í
'
，
f
Í
Í
í
を
~
う
。

24
 
簡
単
な
，
1
lf
句
ふ
や
hJ
:
し
、
文
を
、
平
仮
名
で
?f
く
0

8
 
見
聞
き
し
た
こ
と
や
、
経
験
し
た
こ
と
川
ら
ま
し
ゃ
、
1'1
分
の
気
持
川
11
9
't
l!
iの
Iれ
で
11
に
川
rf
r
ら
人
り
渋
II:
J
':'I
の
簡
単
な
ぽ
1
25
筒
!
川
絵
i
J
紀
を
み
く
3

ど
を
、
家
の
入
や
教
向

jíな
ど
に

I~
~す
。

26
 
臼
分
の
名
前
な
ど
を
、
ot
r
で-
;1
;:
く
υ

2
7
 
教

1;l
lí
と

'~
:1
~(
こ
、
簡
単

f.r
r-

.~
i(
を;
t{
:く
。

18
 
佼
I)、
!の
fu:
1演
な
的
jjiJ
iを
ぷ
，
j-
!1
，
'
{
殺
が
分
泊
、
る
つ

，l
l1

tゃ
?N

1J
三
の
怠

I~
，
が
分
か
る
つ

20
 
教
山
li
や
k
述
0
)
:1'，
昨
Ii
0M
c
U'。

9
 

，ii
~
し
合

L
、
や
級
会
な
ど
で
、

IJí
I
さ
]
三
の

)j
を

I"
)\

-
、
て
、
[
ま
っ
さ
り
訴
す

10
 
教
師
や
家
の
人
な
ど
に
、
'
W
i牛
を
;N;
と
さ
ず
に
簡
単
な
{
え
え
?
を
す
る

分
か
ら
な
い
と
き
は
IJtl
き
返
し
た
り
す

あ
ら
ま
し
が
分
か
る
。

4
 
tf百
を
終
わ
り
ま
で
注
懲
し
て
聞
い
た
り

21 
{h
~ 
g
、
i訂
干
午
i;
O)
含
ま
れ
た
rm.
11J
や
短
い
1ど
を
JE
し
く
読
む

22
 
1，
 
ili
ず
:
ベ
コ
よ
く
(
史
わ
h
る
fm
lj
if
/ 
6!
' 
[
:
を
読
む
。

る。 5
 
指
示
を
聞
き
取
り
行
動
ず
る
。

11
 
分
か
ら
tl
l
、
と
き
[
士
、
さ
}
ね
る
。

12 
，
当
分
O
)
:fii
'''i
'J
べ
';);
u!:
見
を
発
N:
す
る
。

13 
友
j主
と
絡
に
、
簡
単
な
劇
必
ど
を
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

iJ
:i

lI
.I
~l
jO
)

J'
g
角
干

14 
必
要
な
と
き
は
、
l
時
終
で
，
i6
ず
。

15 
危
話
守
、
身
近
な
人
と
誌
を
す
る

3

zb
i監
鎖
・
文
法

-
複
1*
な
Jち
'T'
の
Jヲ
!
解
(
r
o
o
を
0
0

• 
(il~

û月
!
的
表
現
(
r
o
o
は
ど
ん
な
ふ
う
に
便
利
で
す
か
j
な
ど
)

な
ど
)
不
合
耳
11
な
話
の
館
前

lY
JJ
司、
iり
Jl[
VJ
，l司
の
r!
J
l
解
(
r
O
O
I
こ
0
0
:
・
ノ
レ
ー
ノ
レ
の
克
明
(
 r
じ
ゃ
ん
け
ん
j
な
ど
)

文
f江
の
J
lH
向平

Jit
;詰

16
 
な
る
べ
く
J1
:
し
い
発
JT
で
話
す
っ

誤
操
作
・
談
話

務
書
記

話
1
・
H寺
lll
J(
l<]
な
約
(
r，
ヨ
縦
|
ヨ
の
次
の
日
j
な
ど
)

7雪

~
 
(.
u 

「古
L
、J
な

の
1.
反
対
ITlf
(
r
か
た
し
、
J

r~
~\

，、
J

指
i
ど
)

回 蹴 認 識 幅 五 羽

/
i
O
O
さ
れ
ま
し
た
。
J
な
ど
)

'
受

~!
hi

~、
iiË

iJ
VJ

f~
へ
の
変

J免

導
1.

7:
1派
に
応
じ
た

~O)
il

，iJ
の
{
如

1l

-
疑
問

l~
司
の
湾
lW

(，

。
い
ろ
い
ろ
な
筆
記
j羽
兵
を
使
っ
て
容
く
こ
と
に
殺
し
む
。
(
ク
レ

1
0
糊
]
な
と
ー
の
話
し
掛
け
に
応
じ
，
表
情
，
身
振
り
，
音
声
や
簡
単
な
1
0
数
例
と
一
緒
に
絵
本
な
ど
を
楽
し
な
。

含
1
(
教
師
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
た
か
~
.
終
を
掛
け
ら
れ
た
と
さ
な
ど
に
応
じ
る
こ
と
。
数
日

Ilî
の
言
|
設
楽
で
表
現
す
る

受
動
f患
の
j
1
j
!
解

O
教
師
の
話
を
i結
い
た
り
，
絵
本
な
ど
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
す
る
。

h り 什 ゆ q b J

d t - z  

れ リ し y 」

糾 日 く く

t t
ト i

J A リ J J d e i L

ン れ た

ベ 触 主

ノ 1 4 n

一 円 パ と

ボ 川 こ

ー し f

' J J q  

能 不 し

i 、3 、 、 之

μ 民 4 4 ハ リ 坤 沖

F 3 〆 、 、 f J

' J う

ふ / 、 l r

は ろ を
い 1 〆」

慌 が こ

? 引 く

F 3 L t '  

ノ H ノ i t

一 1 J U

ヨ ど と

チ な っ
/ 〉， T  

、 L J d

ン ベ で

ヨ 刊 さ

け 川 一 r 、 七 九

し u

り 必 レ ふ

た を こ

H 比 品 川 ろ

二 吾 川 4 r j

f t ふ れ H a j t

絞 り 〉 h f 、b 耳 d l I U

‘ 仁 ソ ル ゼ

し 」 L 、レ

! ! 1 4  

川 こ 問

掛 川 !

を み 映

ど L M m

A よ か 府 こ

7 j t

 

ビ ら ど

レ が た

デ な 物
し 肋

J U h i - - ， 、 ー

t b V 旬 、

芝 た 山 間

下 、 、 ノ m b

川 相 / 4 1

~ 、 ‘ 、 ノ ‘ t

J t f l  

本 し 近

絵 で 身

J I ν  
i f  

ヤ U V 『 と

( J  P J I h s 日

l f  

村 川 L 一一寸

し な

T 1 7 1  

ヨ J 一 川 い H 1

〉 1げ V M m

ら や
、 f

カ 戸

， 必 江 川

友

M リ

弟 以

ー し v dl J J J〆

コ
? ¥  

人 山 川

司 、 、 . て」 ノ 4 T

な [
近 。

内 ん ダ る

》 ) 〉7 A 庁 V L d

寸 前 で

現 児 ・ と

袋 や こ

で 削 る

E L t ゃ引 萌 H 劣 匁 宅ιサ U J j4  

日 脅 烹 ( 父 符日

言 り 挺

、 ノ ♂ - 下

刀 ν J ， 什

a ι i {

r h μ 、

H L  

叫 口 問 り

内 く た

レ し ト ム い っ

こ ' ら

る り も

ド レ ι ~ J V L

↑υ J L ' ν  L ! ノ

に く 抗

日 ど よ を

ム 叫 r t 、 い ご

み 戸 け な

し 乙 受 が

4 官 ん

一 不 ま

指 ゃ

な ほ 拍

巾 芝
市 吠
f i  

伺 ソ よ μ

p 』 3 4小

i l  T 〉h t d  

傾 本
を 絵

ー
ー 。

削 ソ ー と

ふ た こ

、 〉
L F S  

向 す
り に

涙 う;  ト ι

に る

i に 、 占

有 卦 」 4 '
i  L 3 J  剖 川 河 川

ス ヰ ノ

11
常
生
活
の
'
i
'
の
あ
ら
ゆ
る
険
会
で
縦
わ
:a
，c
J(
こ
J旨
将
を
i
I
ぅ
;
二
と
)

l士
~6
L
下
を
見
た
り
I
-
l
戸
で
模
倣
会
し
た
り
，
返
が
を
し
た
り
，

1た
.f

!
i
さ
ん
‘
絵
本
を
i
'
I
分
で

l架
し
て
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
!
の

?f
Lf

~)
刊
誌
の

ri
f!

:)
)j
や
JE
し
い
ぜ
リ
う
に
つ
い
て
m
J
り
!
の
段
附
や

I.fi
fi 

15 
絵
本
や
テ
レ
ヒ
な
と
't
J
l
!
総
党
教
材
に
し
ば
し
ば
u~
て
く
る
12
0 
点
線
の
l
を
な
ぞ
っ
て
た
く
。

半
似
れ
に
I¥l
J心
を
J守
ち
、
H
e
L
-)
と
-j-
る

12
1
簡
単
な
I"
JM
を
ま
ね
て
'
1
!
Ij
く。

16 
身
J丘
な
生
活
の
'
i
'
で
、
し
/j'
し
l:f
ll
に
す
る
1:，
1
，
緑
、
な
版
、
12
2
文
寸
芯
く
こ
と
に
輿
!
日
ζ
'ii:
Nj
つ。

L人
~~

げl
ど
に
!
日l
心
を

J'I
Iつ
。

12
3
鉛
情
な
と
JE
し
く
持
ち
、
JE
し
い
姿
勢
で
書
く
う

ツ
lif
VJI
や
絵
画
な
ど
の
11
J の
も
の
の
名
rii
itl
と
'
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
寸
る
こ
と
。
)

プ
|
の

:3
ll
li
ll
 
教
室
な
ど
で
、
話
な
す
る
人
の
方
を
え
て
、
i渇
く
。

導
1
2
友
i重
か
ら
の
{
励
き
か
け
や
呼
び
か
け
に
応
じ
る
。

3
 
簡
単
な
武
話
、
j次
送
、
録
音
な
ど
を
楽
し
ん
で
|
持
lく
。

11
0
!
'
i
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
凡
IJll
き
し
た
こ
と
宏
、
教
印
|ν
l
ど
!
こ
、

4
 
絵
本
、
紙
芝
居
、
劇
、
V
T
R
、
テ
レ
ビ
、
映
闘
な
ど
即
位
、
党
教
材
を
見
た
り
IJ{1
し
、
た
り
し
i簡
単
な
え
必
で
話
す
。

::> 
I'j
分
の
才
'liI
j
を
-
i
'
う
。

9
 
教
Iilli
や
友
達
lこ
ぶ
し
泊
、
け
た
り
、
f
99J
き
か
け
た
り
す
る
。

4
 

歳

24
 
'
1
'
:
仮
名
の
iil
ili
i
な
lth
1fj
を
見
亡
お
き
与
す
。

25
 
U
分
の
む
liij
や
身
近
な
も
の
の
/(:'
Iiij
を
平
似
%
で
;
t
;
c
:
く
。

24
 
ffi
ilj
i.
lt
MH
lJ
ベ
JT
:
i
し
、
文
を
、
半
i反
名
で
得
く

25
 

m
'i
1p
な

~i
~
11
ぷ
令
市
く
っ

s~
IH

l 
.
図
形
の
認
知
l

17 
"1
分
の
わ
liI
jOJ
丈
，
;
.
が
分
泊
、
る
J

!
 
日
午
(
以
%
で
/
?
方
、
れ
た

Mj
'~

lJ
i:' 
rb
eu
")
 

19 
j.

Hi
;~
句
べ

J絵
カ
ー
ド
~
;
~
と
I
j

í.r
ilt
べ
J
丈

rî
<
カ
ー
ド

~f{
:
と
の
γ

11
 
iiTI
ij
i.l
d
u
，
さ
を
ぺ
!
る
υ

12 
法
守

lな
ど
を

g~
'~
で
訴
え
る
。

13 
，x
i主
と
*
1
;
に
、
附
引
な
せ
り
ふ
の
あ
る
ゆ
|
を
す
る
コ

14
 
幼
死
泌
を
{
史
わ
な
い
で
111T
i寸
υ

鋲
h操
作
・
談
話

興
味
の
あ
る
も
の
を
言
っ
た
り
、
動
作
品
で
炎
JJI
し
た
り
す
る
。

5
 
絵
本
、
簡
単
な
紙
芝
}ii
}
ゃ
V
T
I
ミ
な
ど
を
見
た
り
沿
い
、
た
り
し
て
、
そ
の
内
容
を
楽
し
り

6
 
教
的
!
な
ど
の
簡
単
な
指
示
や
説
明
を
Ill
h
、
て
、
で
き
る
だ
け
そ
の
と
お
り
行
動
す
る
リ

代

y
ザ
ー
/
グ
を
す
る
》 コ
ミ
ュ
ニ
ウ
ー
シ
ョ
ン
の
基
硲

7
 
話
し
合
い
の
と
き
な
ど
、
l
l
!
T'
の
お
を
終
わ
り
ま
で
怖
か
に
IllJ
く。

諸
事
~

務
lili
鎖
・
文
法

ff
総
~
:
織

線
の
必
殺

)f
;の
tiE
織

i):
1光
11J
u
o
)
Jl
ilM
i'

il
、/
ILl
il
，jJ
;l，
¥-
liJ
IOJ
，
f~

~
に
]
:
る
説
明

ル
ー
f
レ
の
J
'
l
!
前
(
じ
ゃ
ん
け
ん
た
ど
)

文
脈
に
広
づ
く
!
ぷ
仰
の
Jl
j!角
干

勝
¥t
{O
)
J'
j!
角
f

T~
'f
fi
L泣

J殻

(.
i白
日J
'i
t子
)

.
 i"
士総
窓
J殻

(，
iil
IO
e， 

r~
.)
 

• 
Jレ
ー
ル
の
J見
JYl

(
じ
ゃ
ん
It
ん
な
ど
)

文
市
の
J
'
[!
W(

行
i~

~~占

受
動
態
、
能
動
態
へ
の
変
換

受
動
態
の
政
府
(
1
0
0
 ら
れ
た
。
j
な
ど
)

{立
i度
合
含
む
指
示
の
J
'j
!
似
3

(
 r
O
O
の
と
な
り
)
rま
ん
'
l
'J
な
ど
)

的
!
V J
が
!
の
耳
[
!
解
(
r
o
o
が
~
)

r
o
o
を
~
J
な
ど

(
 i
 J:
J 
1
ド
J

iよ
こ
J
)

・
JY

J，l
;;J
と，

il
hi

li
~'

io
)J

lI
!向

í'

対
人
的
言
葉
の
使
m

:
 (
r
O
O
と
O
O
J
1
0
0
し
て
か
ら
0
0
す
る
J
な
ど
)

言
1

・文
1I

1~
に
応
じ
た

ifØ
J~司
の
使
m

の
I
(
r
な
に
)
rど
こ
)
rt
:こ;
11.
:
 

自
il
.
 %是
l!ll
g司
の
FJi
解

指
1)
rし
、
つ
)
)
 

海
1
，
(
立
阪
の
表
現

多
1ぷ
な
J
<
!N
O)
fl
l!
角'
(

(
 f
O
O
が
0
0
し
た
ら
J

fJ
~
ど
:

物
の
分
1白
(
!
H
，t
よ
ど
)

ン
.
L
ス
チ
ャ
-
/
.
:
ど
の
命
1
'
，

，
 "q句
の
1主
'i
¥1

[
色
名
+
Jfj
:ti
;]
，DJ
の
l'i'
Z/
U

JfJ
手'，
'
ilioJ
(
 i
j
n
、)
ric
iil
、
;

J
な
ど
)
、

i覧
的

ll
~念
の

fJ
I解
;
二
お
iil
ii1
i
の
耳
11
角¥'

文
の
持
，
f
n/ 4

rHf
j1
!お
1の
J
1H
月平

動
初
、
j彩
答
;
司
の
J
1
j
!
解



'j
!:

q~
レ

「
一
一
ー
(1
)
身
近
な
人
の
誌
を
聞
い
て
内
容
の
あ
ら
ま
し
が
分
か
る
。

1簡
単
な
誌
句
や
短
い
文
な
ど
を
正
し
く
読
む
。

1簡
単
な
認
句
や
短
い
文
を
平
仮
名
な
ど
で
望
号
く
。

(
教
師
や
友
達
v
身
近
な
人
な
ど
の
話
。
テ
レ
ど
や
ビ
デ
オ
の
中
の
言
葉
な
ど
を
注
意
し
て
聞
き
巳
大
体
の
内
容
が
分
か
I
(
た
く
さ
ん
の
読
み
物
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
短
い
文
と
し
て
は
例
え
ば
や
さ
し
い
I
(
平
仮
名
の
静
音
、
濁
音
。
半
，
濁
音
や
長
音
，
ょ
う
長
音
な
ど
の
文

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
諾
を
終
わ
り
ま
で
注
意
し
て
聞
い
た
り
ι
分
か
ら
な
い
と
き
は
開
き
返
し
た
り
す
る
こ
と
筒
!
物
語
文
の
蛍
場
人
物
や
話
の
前
後
関
係
を
と
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
絵
本
や
や
さ
し
い
読
み
物
.
テ
レ
ビ
1:手
片
仮
名
や
身
近
に
用
い
る
簡
単
な
漢
字
な
ど
で
書
く
。
絵
日
記

単
な
指
示
や
説
明
を
聞
き
取
り
そ
の
と
お
り
に
行
動
で
き
る
)

Iや
コ
ン
ビ
ュ
ー
合
図
面
に
出
て
く
る
促
音
I
長
音
害
事
の
含
ま
れ
た
詩
句
や
短
い
文
，
平
仮
名
や
片
仮
名
。
児
童
|
や
簡
単
な
手
紙
体
験
し
た
こ
と
の
簡
単
な
作
文
な
ど
を
効
認
を
定

(
 2)
見
開
き
し
た
二
と
な
ど
の
あ
ら
ま
し
ゃ
自
分
の
気
持
ち
な
ど
を
教
師
や
友
達
と
話
す
。

Iが
身
近
に
J!
ら
れ
る
簡
単
な
漢
字
な
ど
を
取
り
扱
う
。
ま
た
生
活
の
中
で
自
に
す
る
官
1)
え
ば
「
入
り
口
|
し
く
使
っ
て
警
く
こ
と
が
で
き
る
。
)

(
白
分
の
気
f持
寺
ち
や
意

き
返
し
て
会
話
を
し
た
り
す
る
)

U
 ，1;'
く
こ
と

(‘
，iil
む
二
と

八
ぷ
す
こ
と
・
IW
く
こ
と

f A U イ い : f q ) じ H い 内 守H W J " ι t u p - -

1 ・ パ ソ 』 吋 3 U l

出 ワ ト 持 汁 枠 一 一 2 誠 意 ヨ ー 一 州 議 出 一 ) 尚 南 特 詩 ~ 出 品 首 湘

見* ふ 関 拙 州 中 散 拙 苫 州 判

:2 
1
 
山
m
き
し
た
こ
と
や
科
教
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ー
で
き
る

ど
ij
il
lW
Y
心
:
ご
て
J十
く

.， 
附
i
j
U正
T
稲
ヤ
ヤ
H
，
[
，
己
を
た
く

m

2
 :1
. 
1旬2仏
J.'点
t

1
斗

4必ど
、愛

変ij
ニ

1.~
ι:
じ
て
、
r:史児
'r子
;'
:ぺ
コカ
うケ
J
カ
ナ
dの〉
刈(
七い
jんj
な
な
、
ど
に
F主〈吋
(，つ
〕

く斗 :2 
J毛
庁
、

i:l
;)
t子
、

iil
~

l~1
、
}
符
庁
、

U)
)お

)
rを
、
i士
、
へ
」
な
ど

を
I
1
;
し
く
読
ん
だ
り
、
;
~
;
:
l
、
た
り
す
る
。

O
.
 
j王
1
'
，
や
{
主
!
灯
、
好
き
た
;
二
と
、
i
'
l
分
の
こ
と
に
つ
い
て
11
'し

く
~q
:
く
。

:2 
I
 
コ
ン
ヒ
ェ

タ
人
)
)
の

j魚
w

にI
j1

JI
\J
と
を

J~
jつ

3

や
さ
し
し
、
物
，
H}
Jc
<と，
;'!e
:/
井
、
お
}
、
そ
の
I}
、
}
話
会
つ
カ
‘
L'

II
ÿ，
ìl

f~
'r

9~
にJ

\\
J心
を
1
'
1

1'つ
p

よ
く
け
に
ふ
れ
る
{
別
法
、
当
官
I!'J
版
、
訂
版
、
;1
~
ス
タ
ー
、
ワ
、
"
な
ど
の
む

l法
I
分
治
、

!1
 
γ
rt
が
分
泊
、
る

JA'
jli
' 
fi

'.l
見

1ザ
I;

lF
、
納
品

J十
、

Jf
N:

j(
l件
、
レ
ン
ー
ト

f J
:
ど
を

Jb
~L

}
こ
と
が
で
さ
る

3

II'
il¥'
ノ
1:.
治
で
よ
く
ふ
h
る
外
来
，
?i
ft
己
ど
の
J
(
ポ
に
t
l
'
1
れ
る
υ

新
IH
l
や
付
む
な
ど
を
ど
、
凡
jこ
り
、
JUe
ん
ど
り
寸
る
二
と
に
l興
!
日
;
を
持
つ
ョ

4 ョ 6 7 υ η 9 O

I l i - - 1 2  

1
 
教
自
ii
な
ど
の
J克
明
や
友
達
の
ぶ
な
ど
を
nn
¥"
¥-c
、
お
上
そ
の
I}'
I
'
容
が
う
〉
点
、
る
υ

:2 
物
折
、

i側
、

l決
断
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
た
り
|
品

10
、
た
り
し
て
楽
し
み
、
{
市

ìji
.な

!.
ß
!i

l~
~と
が
わ

j-
，.

:1.
 
ml
ij
i
な}
j5
ci
去べ
改I
<!
'i
な
ど
の
1}'1
':
i'
チの
彼自
作を
IHl
き
l
i
'
<
コ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
ち

-1
. 
f間
iji
.
l
"
ょ
メ
モ
を
H主
り
な
が
ら
IUI
，、
jこ
り
、
分
泊
、
ら
な
い
と
き
は
lil
Iき
j区
し
た
り
で
き
る
。

弓
夫
際
的

tt
t~

'I
{Ú
で
終

7)
'や
説
明

rt
ど
を
|
泌
さ

i取
っ
て
行
動
す
る
ロ

G
 
状
態
や
I[U
)
1乍
を
N:
オ
バ
然
を
う
。

I
.
 
'I;:
j併
の
1111
1/
下
を
た
ど
っ
て
、
経
験
し
た
こ
と
を
，
(
，
1;
"j-
o 

1
:
:
，
人
に
尋
ね
ら
n
た
と
き
は
、
は
っ
き
i'
)(
;
平
寸
る
。

~J
" 
':l
.:k
Ji
会
、
生
徒
会
な
ど
で
、
IJ
分
の
む
見
合
み
ん
な
に
分
か
る
よ
う
に
ぷ
オ
、

1
0
.
 
'l
HI
ーを
t存
と
さ
-
'
)
"
お
寸

J
 I
 
必
~
に

lじ
じ
て

11
1
子
に
(
j
-
~
)
ぜ
て
J
"
，
事

fJ
~
，.

~.
<<

~を
J立
う
。

I
 :2
. 

j
'
]
分
の
家
[
こ
7立

I~?
i~
全
ヵ
、
け
た
り
し
て

l1.L
;l

fj
O)

J.
~:

{'
f:

こt
l'
H
t
る
。

:3
，
 't
lGi
li
U
)
 Md
Ii
と
11
:い
}
Hと
知
る
q

部 印 。 蹴 N G } 品 同 一 … 一 川

丸、
}
Ul!.

ど
ト

。jを
i
1
助
(i'
，

~j己
ì!，

'，
l終

iE
な
ど
の
た
記
が
で
き
，
jり
j市
1)
(1
)
[
1
0
、ド
化
i.
'(
，h
之
び
)
'
l
Il
a，
を
，
;
先
み
持
く
ご
と
コ
主
た
，
);
1以
名
て
'
，
1;:
く
H
i.

I-j:
j
.

ぺ
l
及
び
「
を
j
全
文
の
[I[
で
J
!
:
し
く
(
史
〉
こ
と
。
Iの
(
!
E
J!i
を
知
り
，
文
や
文
併
の
'
1
'
で
十
五
う
こ
と
う

O{
1)

11
N.
l
，î

，の
J
F
>
}
j
や
?
か
ぎ

(
í
J
)
の
使
い
方
を

ßH
W!

~
し
と
1
0
第

1
'，/:
{j'
，!こ
J3
l
、
て
は
.

)
j
l
J
N
ω
γ

1，1
'.)

jリ
泌
字
配

~'j
N: 
(J
メ
ト
.
i'
j:
ll 

文
京
の
'
1
'
で
{
占
う
こ
と
み

Ij
jl
Ji
災
再
~
~

tむ
と
い
う
】
)
の

~H
1
γ
刊
に
再
c
~
さ
れ
て
い
る

i
q
n
を

i
 
文
の
{
昨
1&

説
1
+
，
抑
i沙
よ
れ
き
，
文
や
文
市
の
[1'
で
i'と
う
こ
と

f

!リ
)，
;司
、
l的
動，
;，
;j

1
0
1
u
学
年
に
お
い
て
は
J
手¥
j'
.
)jlj
淡
'
下
両
己
吋
n
の
第
2
学
11
主
ご
に
再
己

:J
hI
I
説
明

|
う
さ
れ
て
い
る
淡
.
(
を
!lj
ttJ
'
こ
と
υ
ま
た
第
l
学
年
に
配
、
当
さ
れ
て
い

①
過
去
、
I孔
α
、
A
d
(
の
j{
JJ
I.

1
 
<
)
泌
;
-
:
を
，
JJ
さ
文
や
文
，;"
0)
'1'
で
使
う
と
と
も
に
唱
者
.
，
下
11
'
-
に
配
当

②
n
だ
と
任
;ζ

lさ
れ
て
い
る
泌
'
下
を
漸
次
討
さ
、
;
じ
ゃ
文
市
，
'
O
)
I'J'
で
{
史
う
こ
と
J

(J
J'

i~;
 (
.
本
と
似
体

1
0
従
事
う
や
m;
ぶ
J-!c
O
)
!守
ち
ん
を
JE
し
く
し
，
文
寸
:
の
n手
[
こ
i
I
:
怠
し
な
が
ら

④
I可
能
動
制

卜
)'

\'
~i
に
お
く
こ
と
》

C副
長
続
約

1
0
}
~，

I'I
\í
の

JH
'\

\や
}j
l旬
、
践
し

}j
や
交
わ
り
}
;
な
ど
に
彼
自
:
し
て
，
第
町

1

に
従
っ
て
文
，

j<
~と

JE
し
く
み
く
こ
と
。

n:
，f'7
e 

抗
解

I
0
1
V
，il:何
百
五
0
)
(
(
1
可
こ
jコ

な
ど
の
本
や
文
取
の
:
け
る
主
治
と

ゐI
?]'
手
IHl
I)
、
せ
を
IH
ll
，、
;
 ，H
十
と
の
W
H，
1¥
に

た
り
。

~t
.j
て
し

f?
っ
た
:
(
し
ぜ
す
る
こ
と

3

り
す
る
こ
と
、

O
WJ
.
体
で
i)，}
か
れ
た

X. 
~7f

.に
tl

it
h
る
こ
と
。

主
j
人
文
脈

、
l
うe
.1i'
i調
ifi

;:
;'

;(
本土

的立
(~
i

1よ
(I!
ミI
OJ
J]
j!角
干

I1刊
さ
11)(
り

に
II
'{
-r
m
不
J
'
H
M

2
 
説
明
文
の
J
'
Hi
i'(

j
 
物
訴
分
O
)
J'J
!月平

-1
. 
We
，治

日々[
tl
'1
，{1
:，t
f&

117
iii
と
文
'
ド
と
の
I刻
{
手
や
、

ア
ク
ヒ
/
卜

1-
よ
る

Jj
nr

j)
JJ

:I
~(

(j
)j
f1i
い
な
ど
に
気
付
く
こ
と
q

J.
 
;ili
.1t.
1
 
fr
'h
ll
lU
 

:2， 
;i!
ff
6
日
・
泊
、
ら
0
)
Jil
f}J
}.J
i三

l
.
笠
I
lM

」
ヰ

:!
Hl
dl
'j
O)

{立
WI
~

5
1
T
出
iO
Ji
i!U
免

的
責
主
知
1 f
f扱
・
償
J
l
J{j
)

O
.
l
~
~
に
は
。

tJ
!味
に
よ
る
~
i
i
_

1j
)0
) 
;
J
:
と
ま
り
が
あ
る
こ
と
lこ

気
付
く
こ
と
。

}.
 
，1n
O)
定
&

2
，
 
，:f
f包
1.
，l'l:

①
1
1
/
;
j
;
か
ら
の
包
，
1，，1
1:

②
)
又
土
十
お

:3.
 
(立
In
を
N
す
t前

4
 

↑l
~
Jj

jイ
リの

J'
j!
角午

5
 
心
的
訴
殺
の
照
的
'

6.
 

I引
ii

li
!-

ì/
+O

);
\!
_l

.，
~

一 F H V 山 川 の 指 湾

w
 
己
η



知的障害を併せ有する子どもへの教科に恭づく指導36 

国語科チェックリスト{言語活動の指導}

m.書く
表7

1
 
1

1

 

国語科チェックリスト{言語活動の指導}

I .鵠く・話す(一部)

国務科チェックリスト(就学)III) チェック基準とiif1llli

{言語活動の指導〕 授業の経過及び言絡活動の観察によってのチェック

1. Ilflく・認す

表5

封Il考

1桔一号

③絵画再e11J (3.......4場面)

②単結携 h¥ができる。

ラ配
v
曲

ふ
混②
 

①絵 "/Jードによる4磁のよ位

感性分額

思語科チェックリスト{言語の指導}

I .語金表現理解

表8

山市昔、ノM日'"

チェッタ項目 チェック ).c1:VJ 評価 (荷持

。吟I:lI的t;:Mf IIS/Jlil山吹山 l!l:l'?

， I~ (乃次山手4節はつ!

(5 .1 今 11の炊の H1.:ワ J

ど「反対~/t カこ t、 同"、ぃ ijtj

tリ Vl I~ し、 1:. ど

自立

①文脈にじた ~dJ ス'ポンを、 4 ~) 

IT'1 の ~I:III :~を m める J

.1..i {I;:で{<iJをする。 j

'CIコや汗ヨむをつ JIιν 

o，是ml向山fi'解 [とこ jli'. I日r. L、つなど
4 白

|① 

I ⑨位鐙の表現 fよJ r下 J rょこ」

③対人的言葉の使 jた
リ1なリど

用

⑦動作諮綬骨I書 r~しているのはとれですかっ

事tl肯 jで絵カードが選べろ

1i砲、 2個、たくさん、

⑥Z量的概念の認解 少ないなど :~ 7 

⑤事物の定義 ミ昔、靴、繍子などの沼途

;3 5 

④色名の理解 T号、演色、黒‘券、緑

など 1.1 

③形容詞 f盤L、J r太し、 J r高い

J r速いJ r明るいJ r 

然い」など

信)文P.IRに応じた動
遊なぶど 作る、E主る.歩1く0 

I!司の使用
①形容詞のi盟解

~ }; 

〔言1mの指導〕

国語科チェックリスト{言語活動の指導]

II. 読む(一部)

表6
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表9 国語科チェックリスト{言語の指導]
1I.語連鎖・文法

(~)mt荘な lii" ， O)f!1 I i 00を00寸る白;1にo
1I1前 10をなと

(fjlu，;M、iりj到);Mω¥I()(H:OOIJOO l 
PI' ~~ 

表10 ~語科チェックリスト[言語の指導)
ill.書字・運筆

III 箆;字連続

チェック項!] チェック 1，1;~q E手(illi 制;持

/市fI分山名 fiil(c ~.士、内I~ ':fーでも

11 おく

、_1)簡単な2骨1'1やt立し、立を .v
似(，で持く

③50骨がひ'0がなで曹Iiる

①ひ句が主的機写。自 名

を暫 liる。

イ忘れ分山名 jjijや11'近1.(

J IJ) f， ;i;jを、ド fti:{')で浴く

仮名 ú) 簡1Il/.ょ.lIi("J I!~:t

0) hJを見て;!}さらa寸

@3骨飾品L錯をを;文字チップて

機戚

③釘j訟など11しくfIiら正し

い ~~~l で\lfく。

@簡単 >:(10文字の礎年

③丈すを i時くことにIll!Iリ、を

持つ《

@ft1i1j¥なほJiI"をi.l亡 Huく.I(

UJ 

表11 国語科チェックリスト{言語の指導}
w.音韻意識

チェック項目 | ずム夕日一市訂

①as2s音 fあJがつくもの)

5 :l 

11④苦節;由出) 4構成替の抽出

③ jjt訟の音節数が分かる。

<2J音節分解 ;自数に分解

①奮の認i輩 i織成音への意i駐

表12 冨語科チェックリスト
[コミュニケーション}

〔コミュニケーションのlJi礎]

l'Tx ;:，，， JÆ i:!~下問| 保i考 ! 

，11i O)~I!~~ 一一一一71 I I 

二基づく仲間! 一一一

:::;1Lナトi1
二二fl-づ十l

(文責:佐藤孝二)



~ ~JI的障害を併せ有する子どもへの教科に基づく指導

II. 指導への活用(事例 1) り定着していないのか，反対の意!床を示す言葉が選べ

対象先輩:施設併設学級小学部 1組C 先童 1名

1 .対象児の実態

( 1 )対象児

小学部 4年 10)長

(2 )障害

脳性まひ(脳室j琵問自質軟化症に知的障害，

i燕下障害

(3 )遠城寺

遠城寺式乳幼児発達検査 (2010.12.15)

移動運動 0:03~0:04 手の運動 0:05~0:06 

基本的習慣 1:06~1:09 対人関係 2:00~2:03 

発 話 0:l0~0:l 1 言語理解 2:06~2:09

(4 )個別の指導計画

{課題}

(中心課題)※ 1年後を見通した課題

。コミュニケーション手段の獲得を目指す。

O認知能力の向上を図る。

0生活経験の拡大を I~l る。

O興味関心の拡大を図る。
(基礎課題)※今現在の課題

。情報機器の利用によって 2語文程度のコミュニケーシ

ョンがとれるようにする。

0100までの数概念，力111去減j去の計算の概念，基本図形の

概念，量概念など算数学習の基礎的内容の理解を図る。

O通営児童が体験している生活経験と同等の経験をし，
興味関心を拡大し実体験を基にした知識を養う。

2. 対象見の国語科の実態(チェックリストより)

( 1 )言語・コミュニケ-ションの手段

。言語障害があり，発声はできるが，発諾がなく，

言語としては，活用できなし」

ニ合ニゴコ
日 j二日

。上肢手指にまひがあり，スイッチのオンオフはできる

が， コミュニケーションボード等の活用は難しい。

。コミュニケーション手段としては，関わり手の17:11いか

けに対するイエス・ノーの口の開閉によるサインのみ

である。

0状況をしっかり捉えられ， i;13手の表情や様子を見て，

それにj志じた行動を取ろうとする。 場面を考え， 自分

の要求を示す。

(2 )言語の指導

O語葉・表現・理解

・反対話が分からない。「かたいJI深いJI古いJI速
いjなど形容詞のイメージが経験の乏しさからはっき

ない。形容詞のJ]I角11:自体が不十分と考えられる。

。詰連鎖・文法

-格助詞の理解ができていなしミ。本児の EI'，:tt~I::.活の 1:1こ1 で

は，状況の判断ーから文脈が分かり，格助詞を聞き取ら

なくてもすむことが多いせいなのか，あまり して

いないようである。

-受動態・能動態の理解がはっきり lJ'l1き分けていない0

• D})詞と助動詞の担解が不十分である。本児の[1常で111'J

く話は， 1耳~[1繰り返される会話がほとんどであり，日1))

詞とD})動詞を意識することの必要がうすいのか.ほと

んど意識していない。

0話の理解

不合理な話を開き，その不合組さに気がつかなし'0

0書字・ j主筆

手のまひにより.えんぴつを持つこと.動かすことが

難しい。スイッチボタン等を押すことはできる。

0音韻操作

fffm~的意識に大きな課題がある。言葉のまとまりとし

ての語葉は係りはあるもののヨ常で使う言葉は開き

分けて選択して話すことはできるが，言葉の一つ一つ

の音をあまり意識していなし'0音の数や音のJlln番，母

音・子音について捉えられず，間違えて答えることが

多い。

(3 )言語活動の指導

011l'Jく:(指示理w(:.話の組解)
-集中して良く開き，指示や内容を翌日解することができ

る。しかし自分から111'Jき返したり質問することはほ

とんど無い。自分から応答できないので，分かつても

分からなくても 1)':日き流すという習慣になっている。

-不合理な話をli百き，その不合理さに気がつかなし可。経

験不足や応答ができないので開きっぱなしのことが多

いからではないかと考えられる。

O話す:(発音・発声・発表・態度，意志表出)
・関わり手が選択肢を出して，選ばさせて.会話を構成

していくと，簡単な会話ができる。

・コミュニケーション手段が獲得することができれば，

かなり複雑な会話ができると考えられる。

-現状では，発声のみで将来的にも奇声言語で会話する

ことは無理である。情報機器の活用を考える必要があ

る。

O読む:(音読・読字，際識・シンボル，文章要旨J11I解)
・日常で使われている言葉(教師・職員・友だちの名前，

授業名など)の単語-カードは読むことができるが，ひ

らがな一文字だと関連うことが多し'0また，絵本や，

1~1~~iなどの本に関心を示さない。

0書く:(構成・組立)

-まだ，コミュニケーション手段が獲得できていないの
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で，印字することはできないが，文字を選び;並べて，

よく知っている言葉を構成することができる。

3. 国語科指導の方針と計画

( 1 )国語科指導に当たっての考え方

本児は，話すこと，書くことなどの表出は難しいが，

会話を楽しみ，周りの会話やテレビ視聴などを情報の入

手手段として良く聞き，楽しんでいる。まずは，言語環

境を整え，会話ができる状況を整備し機会を多く与えた

い。 I校時の白El:1に遊べるi時間や登下校の病棟と学校の

:連絡などを教師Iiと話がで、きるl時間として確保し継続的，

発展1'19に会話の!l寺問を保障していきたい。また，表iJ!1に

必要なひらがなの指導を 1=1=1心にしながら，正確に開き取

り、表現するための， 1言語の指導」を国語ーの u寺 I~:IJ に特

設し，進める。教育活動全体を通して， 1言語活動の指

導jとして，意図的に本児が表出活動がで、きるように配

慮し指導する。

0教員ijiとの会話ができる機会を多くもつO

O ，~，分の話したいことを言語化できる手立てを工夫する。

O文字.言葉，話し方を学習する。
。コミュニケーション手段獲得に必要な学習をする。

OJ主体的な生活における活用場而を常に設定し指導す

る。

(2 )指導呂標

。身近な人の話を1111いて，内容のあらましが分かる。分

からないときは開き返したりすることができる。

。見開きしたことなどのあらましゃ自分の気持ちなどを

教自liや友達と話す。 時には分からないことを開き返し

て会話をしたりする。

0簡単な詩句や短い文などを正しく読む。たくさんの読

み物を読むことができる。

0簡単な語句や短い文をひらがななどで書く。

(3 )対象児の毘語指導目標と計画及び指導方針

①重複障害児のi草花指導に当たっての考え方

。知識技能として定着をi豆iるため，常に継続した指導を

心掛けること。

。集中できるn封筒が短いので¥子ども自身がJ受業の見通
しが持てるようにパターン化した授業が望ましし」

0身につけた国誌の能力が活用できるように，具体的な

生活における活用J訪問を常に設定し指導する。

0楽しめるゲームなどによって身につけた国語の能力を

活用し活用力と学習意欲を高める。

0着実な定着をl;gjるために，操作，作業を通して，五!容

を通したエピソード記憶として学習を積み j二げる。

(4 )指導計画

①教育活動全般での国語指導

-査校11寺 自分の健康状態，病棟の様々な情報や連絡事

ユ~L 児童生徒の変化など連絡

・第1校時 天気予報，ニュースについての会話

・第4校時 月・火 国語のJ受業

-下校11寺 病棟への連絡事項，職員への個人的なお!Af:!し、

など

②指導時間

特設指導l時間 週21時間(月，火4校時)

個別のIi寺11司 年間 70時11司

(5 )年間指導計画

①単元の配列について

ひらがなと正確な音を結びつけ，平仮名の言葉や短い

文章を読む学習を継続的に進める。それによって，音韻

意識を高め，正しく話を|需き取ることや読み取ることが

できるようにしていきたい。さらに， ひら治宝なを用いて，

話す，書く指導に活用し表出する力を向上させていき

たいと考える。

②年間指導計画表

表13 年間指導計画表

月 ~~:~習内?ミ

IHIく 話1 ヲlilオ

4 絵本やビデオを悦 ヨ終をm択して在、 -平仮名のiWifc濁ff， 文字カードを選び、並
ャ一一ー

15 して内告をjJrぇ えたいことを文相t半濁;;tをすiえ、平仮fべて;:;'-rr~ を情 fJ~ -、-j

6 λ ν。 して伝える。 。〕三業を読む司 。F
j 

9 IJ)t~ii . 訂円f自"ι巴相ドt -ひらがな50音jとから.

10 効i司、助動iJg誌の理解 音の数、 文字をi主び. ~ÍJt 

11 受動態、能動態への ;時1芦 L 表示する侭

1 ') 変換と怒解 u抗日円二{~

-特\1腕~;Iの理解 (fOO 行i、}ljヨ2、71fHL 

が~J fOOを ~1 など

-敦信liや身近な人の請をIlllき、 I:i分。)気 平仮名の促音，長担 ひらがな50j11えから、

ヲ r~f ちゃ意志、希望を 11!手に分かるように 等を含む、言集や短L 文7を選び、 :京

一茨し、会話を楽しむミ 文章、やさしい読み帯 戸を田f島iVi Íl~ Lji;現→ i)ヘ
噌ーー

が読むご

( 6 )授業の基本的な流れ

① ひらがな50音の練習(音韻の学習)

② 前I1寺の復習

③ 本!l寺の学習のめあて確認

④ 本11寺の課題の学習

⑤ 教nfjiや職員へ伝えたいこと 1111きたいこと(文章化)

⑤ 学習の自己評価

(7 )指導例 I

①単元名

「受動態，能動態の理解と変換」

(100する。 00される。J)
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②単元設定理由と指導の進め方

本児はチェックリストによる診断I~内な評価において，

助手].助動詞についてあまり意識していないという結果

が出ている。 El常繰り返される会話の中では，場面や状

況に応じて文脈を捉え，理解しているが.経験の少ない

内容については，助詞・助動詞を意識していないため正

確に開き取れないことが多し 1。また音障害で音声で

表/:Hで、きないことで.助認・助動詞に意識が向かないと

考えられる。音節分解しながら， 日常会話に助詞.B)J動

詞が使われていることに気づかせ，その意味についても

理解させていきたし'10 さらに，全介助で、自分でできる動

きが少ないことや相手がi閉し寸、けて応答しなければ意志

を{云えられないという耳目犬から，ほとんど受け身の生活

であり.能動的に行動することが非常に少ない。 100
される。Jという受動的な生活である。本児が耳にする
iヨ常的な会話は 100看護1Mさんが00君に注射しまし
たoJ100君は00先生に怒られましたoJなど 100
する。J100される。」関係が決まっている会話が誌と
んどであり，助詞・助動詞で、受動態か，能動態かを意識

して向く必要性がないようである。この様な状況から，

受動態・能動態を開き分けることが難しくなっているよ

うである。「がJ1をJ1にJの助詞， 1するJ1されるJ
の助動認を意識し文章の中の事物の関係をつかみ，能

動態，受動態を王lliWI~ し表現に使えるようにしていきた

し'10

③単元指導計画

指導11寺数 711寺開

表14 単元指導計画

11与 J 汗J主m~w J存#1人昨

能[[)jLi~j)文)'fZf!lfjJ;!~ mj入C工沌DJ;J-;ふ 防局長Jr会J Jり'11拍手i)rするJ
ソ 受ifui滋J)文E汚職午 O:Y.才、 m こCコさ)，1ム lJ)llii) I!こJ Jl).!fi，}J;，ij rさ才1ゐ。j

i掛û1L~と箔{りi伊~5\J A ~~j，1 j~ 131'!Aを tf[吋二 I3~!，1丈 A1去に jip主iT::;."

仰 m平 ¢ 押したびy，j、 Al~; jqlさ;i11:ニ01.:(B;{J， 

J i踊j態と4完ltJf@ρ粉 B;{で~Il i.. A 1}1¥こたわわh1こ() Al，::lll'j入 13-1Aを 1ゴこし可

1冷却w cz 7ゴ訪れたOy，~ 13~N， 1ニプこしずこOy'j入A;{J，

5 抱[[IJI!Eカ:ら'克附岳ハ 。コ立、coをCDτ)てる-， caぇ021こcoされ&
ねi年 O)m~ 

6 受ffill!前j叫悩uft長 co丈 mこ0コð)'/品。 ~m;j、 COK沿っj るJ

U汲3会

7 部!JI!色剖1:ゲて炎抄i完filiiT.c;:じゃ制約、

τ!弘文明1"り

④帯課題について

O帝課題 1 王子仮名の学習

j青音→ 按音→ j弱者→ f足音→ 長音→ 拘古ニ→ カ

タカナ→ 漢字

。帯諜題n 音韻の学習
音節分解→ 音節tlUIぞu→ 諸政音→ 諮尾7ff→ しりと
りなど→ 特殊音節

0帝課題国:文章構成の学習

教員やi隊員へ伝えたいことなどを文章に構成し相手に

伝える活動

⑤本時案 (5/7)

。学習目標

ア.能動態の文章から受動態の文章へ変換することがで

き.その意味を理解し正碓にIjl'Jきょ1:Zったり，表現し

たりできるようになる。

十平仮名50帝表の配列について理解を涼める。

ウ，誌音の音節を正確にとらえ，言葉集めができる。

エ 誰に，仰を伝えるか?自分で考え，教師の援助によ

って文章化することができる。

⑥本時の評価基準

表15 本時の評舘基準

'Y;~Jj、浮千 "叩jjJ;lJ1fl

ア古6WJ品乃>)(1詑ろも克fVi，断双

イJ鬼大A也J伝l刊z明うA唱どi訪gI食ドU〉ミJJ日E礼トエMるOこfIfJU文必とF毛カ主12?、を6隆てき5盛iと剖0主L主il勺亡劫丈lなi削r由』出畠意乃殺i夫jしし主て主力仙XがY唱2酬3剖b勘しQ;寸H 1 l | 
五ーォl2鮒誌、

イ ;V{Ji才， 50 出子~.jk!ÇIJ こ/ス

u1jp併記古をのむ

ることカ?できる7

改訂おおり漏出主主IJji{i;ことらえ 以 l iÎJ Li1mJ'U~ういっく議佐治ty;:;ことができる

E三嶋lfV泊、てきる。

工 部三 f院も正却、つ自分て z出それf五i曲M冊三5WE札ZTEE夕たJ、2Hfり制、J崎こたとばHをJfこfこ到左り前寸して時と掛こ弘と11プdjさ1す1と1臼きU三るJ，盟市1~河1tめU包仁盟1 考え主主:i!IJ)jt!J)j斗;って文相t

寸てることカTてきとb

⑦学習の手立て及び配慮

。コミュニケーション手段のヰ1心である YES'NOの

サインを十分に活用しながら授業を進める。

0情報機器を活用し本児の表出を支援してし、く。

Of=i二節を明確にした発音と文字との対応、を心がけること
で.本児が言葉の音節を意識していけるように，授業

を進める口

③本時の計画

表16 本時の計酉

学智頭}] で監され/5V官安芸誌去三fぜて・酒ヨ章、 朔m:
① ;1 1 '?t月組i王将殿ρ科会討てるL ぽ)(:ìliと持こW1'l支:(:150t詔珪読もうと~&lj

， '1司路沿 50苦渋:~'B社ι するJ戸別L品、こともd必カミり〉っくり1

-樹ミされj活指~ît版部品~'<;{'許可Y浅まを Ifi'，jもオ主寸!H，て、y_:cjo主治iまして、戸初土 イ

501手荷~(::;，Ì:iI)むIlJLl府出抑制てるふ すよう{ゴl出二 5分

② +j'll~lliI[l抗卸芹~lfÞ)す抑制てる CV1>!)[lj)'lJU];j副司!ってももii宅配付加、1=1討イ

'ili?ïミさ)'1iこìì6ぷ丹羽i弱~i{ij)ちk#éく 1:;'~WS:' 50 してが(井崎3 前?協配ii5戊Ji{illZけな tlgtii主rj 

'i~W)担割1仇その主計tì~j倒的J応出 自制悲して、 50詐古川:;J)主む1Ir1:;1河口古

百氏自ヒ)，三五旨2ご/寸代子flj止さ辺住る3 10分
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0帯課題の学習 1rr 

。本時の課題

。ボI!p~首位):~~l!ll C51Ylj文l、2 1:'Ji~ し、 ji除去サYZ2'参考;こしてて

C例文Irぼくはαコく/必おし/二j I 者i)ll!，f!i'~こう叩1fiJ'Í'し J;Ut jJ)ff，il DJlfV 
'(Ylj文l白!I凡制作ヒVJがら、(，1くカおしld;;J::)j芯匂eWJる〉

たこと、 CDく/以)\おさhlこことをしっかりとi ・ W)~なしっかりイメージしながら、文子'ブJ

おさえら安部j脚立文TFをl!)'え弘文守功一唯一iベ羽毛fγjー1，':をn弘、て、 11:1沢弘j五日1lI)Jア
べ:-iitl:，jJートで丸剖あたっjーとし 1I版;i);左右;殺しで完fLliLq:乃Jえ吃1主主えそL

4必 Iぼ民ま玖く ι 図 E丑ヨ I.{馴1当蜘i子決W収駒i宇民切:1 1立幻~り此J

o例扮舛i文2I局jね:l工こ/がjバ:、 ネアズ:ミを J奇斗 y記功)jけj と~)，川bけJ 1:剖臼I瓶{仮百:t佐肘F付)γ一zる)，
イダIJ文2 を'~}~7:大ねこがしたこと、;j;r)ツ刈1さ

Jl1こことをしっカ、りとおさえるJ :I}J@針i高齢企

見て付、っきり、出おけでな完JU1Li'lj))(i';'!若手ま

るた;三プJートで文封，¥111肘丸

が、ね二 LE耳石
15ノ¥dノJ

。「人きなブJブJu~lお:lJ~lき、，]fí坊主Hを引ヴ'JJ~ ・明JJ刈勿、 lりが1 lVlfiJl]司J)"'):_C(:'j}ートやり

ったU)j)f!IJIげし受rVILq:;羽衣こ変え-(，7-;';;)， I ;\li-"}jートて11Y~1父し受!l\)1iSν〉ユえ)'?lj こ変えるJ

。自己評価と帯課題盟

@"屯ア7押ザ州川三lL'J日刊湘巳刊怖湘州蜘有揃揃刷蜘A副州仲li介i←t均 3 C笈lfvt仏ゾty~r，沿'JÚl-臼1てL 制\， I~l)刈

.ノi'IJ!jfii毘弛iUiu.:U)つ IffJl版部f[!Yd:{J分て1伝!VJ返る~'lるよう(ゴ:;調

旧名J7)ら1注されtj明設吋同もしく制羽gj'C綜明白q
<;ll.:J;.こっててうめった') "('11IH討て)，

Ij) Ô1Pp)Y;t~I: U口湖1}こねら fCCJ;出>J I⑪抑1~{1\)7)制攻!I~~.m!Lをもq

ぴ〉幻ご羽似てAUJ.こ:'1'てd組会ちに I 3分

③イ間幽1I 文ず投I\'jお)'7特I~Jても I@付't'!J);，f;しfこ~ ，:_と也盛りi~りたが!弘教

-戟':íllご珂長さげぷ仏語Uこしことをお1N i':仰閣さを次々は訴しその君臨~RLI エ

がjる〉出花しそゴlV.il樹立，I~な IfJiJ¥ら克明!Vii¥?してもて。 1Jふ〔よく{総括忍し-d

@紺つ }O~5rt 7分iして内

③授業後の評儲・反省

本児自身が. I~! 分の得意不得意が分かか課題の意味

を理1詳しながら，意欲的に学習に取り組んで、いた。

本!時の課題については，前11寺の学習で能動態と受動態

との関係を学んだことをしっかり忠い出し文章の迷い

や能動態の文章から受動態の文章への変換の仕方につい

て， 11多得することができた。

帯課題Iでは，平仮名50音表のrMc列について理解を深

め， ;37課題Eでは語頭音の音節をとらえ，言葉集めをす
ることに興味が出てきたようである。

;;;75果j呂田は，詑に何を伝えるか。 自分で考え，教mliの

援助によって文章化することができようになってきた。

(8)指導例E

①単元名

「助詞J
cwはjrのjrとjrへjrがjrをjrにj)

②単元指導計酉

表17 単元指導計画

I!守 指導諜在i 指議内容

くっつきの土1)OGI士、 00です c 名詞=名詞 伊:j irくi工、太郊でオ二

? (2)1001士、 00い。 名 j司 =Jí~容伊I iEI士、さil1 九

3 くっつきの fo)i① 00の00， 所右するもの WIJ ぼくの くつ5

② 00のとなり 基準と ÚJ~ffil 炉JIrくのまえ。

3 戸 くっつきの fとHD00と00 話連鎖 伊!りんごと l;fなな

ら 『ゃ』② 00や00 ~lt述鎖 例 りんごや Ifなな

7 ~(II'T くっつきのトj① 00へ J詰m.方I<¥J (担J1iへし、c

8 ~Iこjø OOiこ 到~'li /.:l~ .活動 {日j体育館lこ人るc

くっつきの ujJ;~ ① 00が、 00ですc 名;←名前 伊'J Irくが曽太餅ですc

10 ② 00が、 00するつ 名詞ー'[ÙJ~i;l 。11犬が、 liえるc
11 くっつきの?をj① 00を、 00する。 Mi~ä 述語 例たいこを うつご
1 ，) ② 00が00を00する内 主~h- HIi ~rf-JA話

FIJぱくが、たいこを うつF

1 3 くっつきの fi:J① 00に00する。 hHMt一述語 倒せんせいに話すム

l-l ② 001こ00される。 Mì話一述~ä {受け身)

例せんせいにおこられるn

1 ~ ③ 001ま001こ00される。 l1IiMi 述語(受け身)

例ぼくは、せんせいに おこられるc

③本時案 (7/15) 

。学習目標

アJ.l)J詞 fへjの意味を翌日j詳し正維にl習き取ったり，
表現できるようになる。

イ.ひらがな50音表の配列について理解を深める。

ウ.話頭音と語尾音の音節を正確にt1j]さえることができ
る。

エ.誰に，何を伝えるか?自分で考え，教f:I!iの援助によ

って文章化することができる。

。学習の手立て及び配意

7. コミュニケーション手段の中心である YES.NO 
のサインを十分に活用にながら授業を進める。

イ.情報機器を活用し本児の表出を支援してし、く。

ウ 音節を明確にした発音と文字との対応を心がけるこ

とで，本児が言葉の音節を意識していけるように，授

業を進める。
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。本時の計画

表18 授業の流れと本史の活動

学習活動

① 帯諜j選1 平仮名の学習をする0

.平仮名 50音表を読む。

-提示された単誌を読む。

-提示された単詰の文字を 50音表から選び出し構成する。

E 予想される児童の反応と手立て・配慮

①戸が出ないこともあるが、ゆっくり 1音ずつ見て聞いて、

文字を意識して、声をtJjすように促す。

② 肝課題日 音韻の学習の学習をする j②本児が興味を持っている単訟を本児と相談して決める。

.提示された単訟の語頭音と語尾音の音節を 50音表ーから選び出す。i音節数を数え確認する。

③ 前11寺までの復習をする。 I③三j);':I1¥JJ還を併きながら復習してし¥く。
@ 本 II~ï'の学習のめあて雌認 wooへJ の学習をすることを確認す i④本児の学習のめあてを提示し、しっかり舶:認させる。
る。

③ 本11寺の課題の学習 i①例文]、 2を示し、他の助部では、おかしいことに気づ
O例文] iぼくは、 2びようとうへ いきます。Jを読み、場所を示jかせる。
す言葉の後につく DJj詞だということに気付く。また、その11寺「エJ1.絵カードや文字カードをmいてなるべく [1;i古ω会話に使
と読むことを知る。，われる文章を構成し、日jJ詞『へJの意味と使い方のイメー
・絵カード、文字カードを使って、:文章作りをする。 Iジを作っていく。
OlilJi茶にがIJ文2で方li:iJを示す言架の後につくことに気付く。文章作十方向のイメージを、 l二前後、 )i-:右などJ主体物を使つ
りをする。 Iて女11らせる。
@ 学習の!ヨ己評価するo I@受J一VJI'i']ft生活を'jdlいられているが、自分の行動や活動を
⑦ 次IJ寺の学習 j自分で振り返られるように指導する。

『にJの勉強です。 I⑦次の11寺11¥1の勉強に興味・関心をもっ。
③ 帯課題m 文章構成の学習をする。 I③本児が話したいことを感じ散りながら、教15iliが言葉を次
・教師に支援されながら、話したいことを文章にし、印刷のトーンl々に提示し、その言葉を選択しながら文章構成してし¥く。
グエードのソフトで打ち込んでもらい音声化し、それを確認する。

⑤ 終わりの挨拶

④授業後の評価・反省

『はjrのjrとjrやjなど前11寺までに習った助詞の
学習を思い出し，見通しをもった学習となった。『へj

の意味を理解し文章に使用することができるようにな

った。

ひらがな50音表の配列については.教mliと共に読み上

げ、少しずつ理解を深めていた。

Ij~'J き慣れた単語の語頭音と諾尾音の音節を I~I 分が発声

するようにしながら.正しく押さえることができた。

誰に，何を伝えるか。いろいろと自分で考え，教師の

援助によって意欲的に文章化することができる。

( 9 )指導内容表，チェックリスト活用の成果について

①実態把握として

本児は， まわりの人や関わる人の話をよく開き取り，

質問にもほぼ正確に答えられる。しかしながら.表出手

段が fはいJIViいえ」のサインしかなく， どのくらい
国語科の学力があるのか想像がつかず，教師向でもR'V{illi
が異なっていた。このチェックリストを付けることで，

本児の学力の全体像と得意不得意な内容が克え，教11m問

の共通理解が得られた。

②学習計画作成時に

チェックリストを付けたことにより，学力の実態が分

析的に分かり， どのような内容をどの程度から学習する

かを計画しやすくなった。

年11，¥]の目標設定，指導内容の選定と精選，内容の単元

化と配列等を指導内容表を参考にして，系統的に組むこ

とができた。

③授業の中で

本児の障害特性と国語科の学力から，指導方針を考察

し仮説を立てて指導を進めた。それによって，比較的

短時間に指導の効果を出すことができた D

④評価

年度末に再度チェックリストを付けることで年度初め

との結果の変容が見られ， 1年IMjの指導の評価ができた。

表19は，対象児の7月から 1月までの回語科チェック

リストの変化である。「言語の指導」の苦手であった項

目が{li:1びていることが分かる。「言語活動の指導」の項

目については，ステップが粗いのか，{IIIびがはっきり現

れていない。
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表19 国語科チェックリストの変化

H 25.7，___ H 26.2 変化項目のみ

〔言活 1~'ID)J の J告当n

対象児の障害名，検査結果のプロフィールは表20の通

りで、ある。

1.111rlく・ 25.7.1 26.1.21 表20 対象児のプロフイール

(2. の:fm併)

チェック項目

日目⑤不合理な話の理解

①文章の~IA解

(4. 定志表IJ¥)

n I⑦ルー/レの説明

語奨表現込H解

④反対話

日 語述 rili~ ・文法

n I ⑤被~*~な指示の別ilJ

④立}J詞，助動詞のJ:lJlf'将

1 .⑤格助詞の盟!解

lV_ i去韻意識

!] ⑤話足音

①音

③単語の苦節数が分かる。

②音節分解

亙.指導への活用(事例 II)

× 。
× 。
ム 。
ム 。

(文責:佐藤孝二)

対象児童施設併設学級小学部3組児童 1名

1 .対象先の実態

( 1 )呂常生活と心理検査から

対象は，当校施設併設学級に隣接する心身障害児総合

医療療育センターに社会的養護の@的で長期にわたって

入所している小学4ij三iミの児童で、ある。 日常!~Iミ ií!î国におい

て，移動に自定式の車椅子をJTJい，一部介助は必要なが

ら自力移動・自走ができる。また身体のかたさや不器用

さはあるものの上半身の動きの制限が少なく，物を持ち

つまんで入れるといったキ111かな手指操作ができる。人と

のやりとりでは，表現や理解が難しい事柄もあるものの.

部単な言葉:でのやりとりが可能である臼これまでの学校

生活の経験から， 11寺 1 1\1訓や行事の~l日Wí:ができており，本

先なりに毎日の生活に見通しが持てている。

対象児 IA児(小学部 4年男子)
附名 1m附i

検査詑結;月果~ I VIQ:74，PIQ:S4，F円IQ:60 (2012.10.]玲9実施)

I羽九「刊ISC-11l士1 I VC:82 PO:58 FD:芯62 PS:55 

合1 WISC-rn il手指数について， VC:言詰理解 PO:知党統合

FD:注意記出 PS:処理速度を不す。

図3 A先写真

( 2 )認知の特性について(侶別の指導計画から)

検査の結果や行動観察から， A児には， Jli羽生まひ(産

直型)の特徴である，視覚的な物のとらえにくさや，全

f本としてのイメージのもちにくさカ吋旨摘された。ひらが

なは全て読めていたが，行を飛ばさずに一文字ずつ追う

ことや lìi~奇をまとまりとして読むことは難しし E。また，

自で物をとらえ.顕でじっくり考えるというよりも，先

に手や体が動いてしまうということも多く， 自分でも何

をしているか分からないまま手が動いてしまうというこ

とが多いように感じられた。 13に飛び込んだものに自分

で車いすを漕いで、向かっていき，手を1113ばして引っ張っ
て物をは、らまくことがしばしばあった。そこへ「あ一つ，

だめ !Jといった制止の言葉がかかると，気持ちが昂る
のかますます止められなくなるような様子も見受けられ

た。

2. 対象児の国語科の実態

( 1 )冨語の授業や日常生活での言葉に関する活動から

対象児は，登校時に出迎えた教員のj演を見るなり身体

を仲良させ，車いすのシートからお尻を浮かせて，力い

っぱい話し始めるような児童である。開いている教員の

反応に関係なく，歌やかけ声のようなものも混じえて

次々と違った話になる。事情のよく分かる教員が「そう

だね，それってこういうことかなJと話を一つ一つ開い
ていくと，児の言いたいことはくみ取ることができたD

ときどきはそのようなやりとりの仁1=1で，だんだんと浮い

ていたお尻が車いすのシートにつき，落ち着いた話し方

をするようになる D そういったとき， rいつもは違うん
だけど，今E]はこうだったんだよjという表現も向かれ，

児童の話は伝わりやすくなった。
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話の理解については.強く印象に残った一部のみを何

度も毎111うするような様子も見られ，断片1'10になりがちで

はあったが，絵本などお話を読みI'Mjかせてもらうことを

好み.短い単純な誌であれば興味をもってli11くことがで

きた。

読むことや書くことについて，学級で毎日発行してい

たひらがなで書:かれた子ども向けの学級通信は，教員が

つき， 1)ーデイングスリットをあてて読ませ， 1文ずつ

意味を確認すると「だれが，イ可をJなどを抜き出すこと
ができた。また一部よく見る漢字は「げつようびのげつ

は fっきJっていう字」などの発言が聞かれ，読める物
もあったが，ひらがなを書くことは難しく，鉛筆を月れ、

て自力で字の形を再現することはできなかった。

家庭ではなく施設で長期に生活している児童であると

いう背景からは.肢体不自由障害に11鳴をかけた生活経験

の不足が否定できず，物のm途や概念の未学習や理解の
しにくさ，育ちにくさ治宝!惑じられる。

(2 )指導内容表へのチェッケ結果から

国語科指導内容表へのチェックの結果は表22の通りで

あり，このことから読み取れるものを笛条書きにしたの

が下記である。

①チェック結果(観察)からわかること

. 1ステップよりも豆ステップに課題がある 0

・IlilJくJ1話すjところにムが続く。

. 1話連鎖・文法」というところに×が続く。

. 1書字・ :iillf[I!Jについては Iステップから難しい。

②チェック結果(しCスケール)からわかること

-話最年齢はある， と言える 0

・話連鎖・統認のところでできにくい問題がある。

(格助言jの理解，受動態・能動態の変換・助誌とll)J動

詞のJlli持!(:，複雑な指示の浬解)

指導内容表へのチェックについて，教員の観察が可能

な部分についてはそれまでにチェックをし， LCスケー

ルは平成261:1三7月に実施した。 LCスケール実施につい

て，対象児は手ごたえ課題Dをクリアしたため，それ以

降の実施となり，所要l時間は45分程度であった。終始ク

イズの感覚で，楽しみながらも真部 I~l に取り組むことが

できた。求められた回答以上に「だってね~だからね

... Jという具合に，回答については未熟ではあるが，
児童なりの言葉をつないでその説明をしようとした様子

が多く見られた。

3. 対象児の毘語指導目標と計画及び指導方針

( 1 )闇諾の年間指導目標

これまで述べてきたような対象児の実態をふまえて，

本児の国語科の年間指導目標は「日常生活における f匡i

に関する活割に必要な，基本的な力をつけること」

を目指し w、下の 3点とした *20

• I~I 分の身の周りのこと(体のこと，できごと，思ったこ

と j安求)をはじめとする生活に必要な事柄を.わか

りやすい適切な言葉や文字で伝えられるようになる(伝

える・表現する

-ひらがなやカタカナで吉:かれた襟識や数文の文章が読め

たり，口頭のお話や会話を聞き取ったりして.短い物

語が楽しめたり， 自分の予定や行動を理解したりでき

るようになる(泊u辞する
-言葉を手がかりにして，考えや気持ちを整理したり迷い

が分かったり )lln番を強引したりできるようになる(思

考の道具としての言葉)。

Y 程度の去はあるが.伺学級 3~，の児童の年 IMj指導目標を

i可様に考えた。この年!日i指導 I~Ii京をもとに1311話不!の授業づく

りとその他の教科-領域との関連についても整理Hした。

(2 )国語科の授業と他教科・他領域との関連

I~~苦科の指導目標は，他の教科或とよじ!安しても，

我々が1:::1常的にmいる「ことばJをそのターゲットとす
ることから，特に EI常生活や他の教科・領域との関連の

整理が必要だと考えた。前述のような児童の実態をふま

えて.授業づくりについては. 7. 他教科・他領域との

関連， イ. IJII語科の授業構成や組み立て. ウ.国語科指

導上の手だて・配慮の 3つの観点から下記の指導方針を

立て，工夫を試みた。

ア.他教科・他領域との関連における指導方針

。「書く j指導(書字)は 11主!詰科」の中では11)(り上げ

ず. I~I 立活動の中でそのレディネスを養う。

0自分の身のまわりのことや病棟との連絡事項など，大

人のあいだのやりとりのみで済ませず， @分のことは

自分の言葉で伝えるよう求める。

o 1活字にふれるj機会を毎日li{1i実に設ける。児童が経
!投する身近な内容を釘~ 1:::1 13くみしんぶんjにして配
布し読ませ，意味を読みとらせる。

0特)]IJi苫動等の授業の提示には絵本や文字を有効にmい
る。対象の児童を含めた学級の児童の余暇の充実も視

野に入れ， 1絵本jや「お話」の111:界を楽しめる子ど

もに育てることを意識する。

イ.国語科の授業構成における指導方針

0ことばを扱う教科であることから，指導形態は集団と

個別をバランスよく取り上げ，集団でできることと個

別でできることを吟味し分けて考える。

0授業展開をなるべく一定にし次の展開に見通しを持

たせながら，短い時間での活動を何回かに渡って継続

して，理解を促す。

0動作や実際の経験，具体物を多く取り入れ，文字や言

葉で取り上げたことを実際の事象と結び付eけられるよ

う綬業を展開する。「体!投J1文字Jr音声_lr発声」を
バランスよく組み立てて，確実な理解につなげる D
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0児童の発言をlilJきとって，大事なところを強調したり，

発言を関連づけたり，整理Hしたりして理解につなげる。

O一つの指導事項を違った形で何度も取り__I二げ¥色々な

j揚 Tújや物でiï~ÎJlj できる力に育てる。

な国語科指導上の手だて・配慮についての工夫

0書字は I~I語科で取り上げないため，匡!語科では，文字

チップや絵カードをj有いた指導を行う。

0教材・具体物の提示は一つずつ行い，必要のないもの

は I~I の前，手の届くところから撤去する。

0教員の教示は一つずつ，短い言葉でシンプルにする。

O活動に応じて指導隊形(先輩の配置)を変え，次の展

P)Igに児童自ら移動し気J寺ちを向けられるよう促す。

上記の3つの観点をもとに， IJU語科の指導目標達成の

ため， I!I語科の基本的な授業構成を下記のように考えたD

iiif課題①として，対象の児童を合む学級の 11童話科J
の指導に， 1お話J1絵本Ji読みliiJかせ」の経験を確実
に確保する。 1 つの単元(お話)の I~I 安は全 3~51IT1に

設定する。その中で絵を手がかりに物の名前をはじめと

する言葉を知ること.絵本の絵と教員のお話に耳を傾け

ること，話の大きな流れをつかむこと.いろいろなお話

にふれ.面白かったところ.おかしいなと思ったところ

に気付くこと， またそれを I~I 分なりの言葉で話せること.

そして将一来的には「どんなお話だったかjを話せるよう

になることをねらう。

帝課題②では詩や読教材を取り上げる。 1月に 1つ

程度(全12回程度)の単元(詩・題材)とし場合によ

っては季節やその時勢にふさわしい作者の主張などを皮

iりとさせる。言葉のリズムを味わい，読んでいるのを開い

て復唱できるようになること，文字を読み発音できるこ

と，友達や先生の読みを開いて I~I 分の場閣で読めること，

言葉のリズムのおもしろさに気付くこと‘詩の内容が示

す情景や場面に気付く・分かること，詩の作者が示す主

張を考えられることをねらう。またその先はその単元の

内容について， 自分なりの言葉で話せるようになること

を目指して指導する。

主課題の部分では， 日本語としての言葉の体系を理解

させてし、く。コミュニケーションの I~::Jで、は伝わればよく，

気持ちよくコミュニケーションがとれればそれでいいが，

学習の中ではきちんと学ぶ。このことがコミュニケーシ

ョンの中で開けること，話せることにつながる。

対象の児童は文字を用いて単誌を構成することは可能

であったため，次は文章を構成することがねらいになる。

助誌を適切に用いて， したことや見たことの文章を組み

立てられること， したこと，見たことを文章に書くこと

ができること，文章を読み，意味を捉えられる力をつけ

ること， {:JJめはなにで次はなに，が言葉で考えられるよ

うになることをねらっていく。 以上のような授業構成に

ついてまとめたものが表21である。

表21 国語科の基本的な授業構成

H寺 内容(活動) 対象児の目標

出:課題① お話のじかん あらすじをつかむ。大事な

7~ノ'J ところをrmき取る。

，Jij:訪日頃② ir~J" m':IT5'eのじかん 長i分の番で読める。言葉の

75ノ'J リズムや意味をつヵ、む。 l

主訪日起 書く・読む.~nみ 文章をおiみ立てる。数文の

20分 立てるのじカ、ん 文章を読み取る。 I

4. 指導例 (2014年7月9日の指導実践)

先に述べたように，本授業はいくつかの単元を組み合

わせて構成する。ここでは主単冗を主に記す川口

*3 本11寺の帝単元については，以下の通りである。荷単元①

は絵本 fだるまちゃんとてんぐちゃんJ(加古里子 作・
絵) (第 5次/全51日)， ;市二主it元②は詩「おれはかまきり j
(かまきりりゅうじ(工藤直子)) (第 3次/全91TI1) を選定

した。本H寺の指導@標について市ilì~-元①を「お話を 11目き.

大事なところを聞き11文って，話の内容を言葉ーをつないで話す

ことができる。」ことに置く。;出ilji元②について「教員の読

みをlii1いて.文字を追いながら向じように読むことができ

る。」ことに設定した。

( 1 )単元名

fみたことやしたことをかこう ~あさがお日記編~J

(2 )単元について

①単元設定の理由

ア.単元観

主単元「みたことやしたことをかこう」では， 3~4 

文節程度の文章を，助認をJl]V ¥て適切に組み立てられる

ことをねらいとする。文章を構成したり書いたりする活

動は，実際にしたことのある身近な内容を取り上げるの

がよいと考える。そこで，題材としては校外学習での活

動や週日豆iの特別活動，小学校の「生活字1-Jを意識した
「あさがおにつきJを設定した。これらは，校外学習・
特別活動の場面を写真で見て， i誰(人)がどこで(場

所)何をしている。jもしくは「何(道具)で，なにを

どうするjの文章を組み立てていく囲と，経験したこと

に加えて，見たこと(観察したこと)を文章に起こして

いくことが可能なあさがおの観察記録をつける IITIとに分

けた。

本11寺の授業の教材となる一人-鉢のあさがおは，栽培

が容易で成長が早く， 1古物を育てることやその過程に意
識を向けるのに最適な教材である。毎iヨの休みl!寺問の水

やり・観察に加えて， IJU語科のIJ寺!日]に支柱たてや草花の

観察， 1111き染め等を11文り上げ，行動を)llfi序立てて言葉に

起こしていくことをねらった。
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イ.内容系統表及び指導内容表との関連

rl主!;苦手H指導内容表jとの関連から言えば，主単元に
ついては， 1言語の指導jの中の「語連鎖・文法」の項
目になり Iステップに示される f格助詞の理解jが近い。

ただし本単元が目標としたのは， 3文節の文章の構成

であり， i格助詞のJlUWi:Jにも 111mがあるように忠われた。
因みに帝単元①は「言語活動の指導Jの中の[話の理
W(:Jという項目にあたり，対象児に対してはEステップ

のところをねらっていることになる。;貯lji元②で扱った

ことは「言語活動Jの中の「読む」が最も近いと忠われ
るが，項目として適当なものは表_!二に不されていない。

ウ指導観

主単元では，具体物や写真を見ることで¥実際にやっ

たことを皆で思い出しキーワードを取り上げた後，

「ことばづくりJを行う 1年生と fぶんづくり jを行う
3干 4， 6年生に分けて指導する。「ぶんづくりJにつ
いては，ホワイトボード仁に構成させる文章の助詞また

は名詞・動認のみを示し「ここに入るのは何かな?J 
といった発問を通して文章化させる。でき上がった構文

を確認し全員で読ませ， 1I寺には動作化させる。このよう

なことをしてから他別でのプリント学習に入る。

プリント学習について，書字が可能な児童は自分で書

く。単語チップ・助詞チップをrFJいる児童は，教材を提

示したとき児童の手が出る前に教示を行い，そのときに

すべきことを明確にしていく。また，チップをならべた

後は必ずもう一度読むことを促L，術成した文章の意味

を確実にJl!lW(-.できるよう指導する。

②単元指導呂標(主単元のみ)

したことや見たことについて守単語・助訴チップを手

がかりに 3~4 文節の文章を組み立てられる。

③単元の指導計画

校外学習・特別活動編 あさがおにつき編

校外学習 1::1記6/12 構えつけ・葉の観察と 1:1記6/2，3，5

校外学習!ヨ記 6/26 まびきと 1::1記6/9，10 

校外学習日記 7/3 支柱たてと 1=1記6/16，17， 19 

{交タト学習 1::1記7/10 ネットはりと日記 6/23，24， 26 

特日111舌副IJ1::1記 7/15 つぼみ探しと日記 6/30，7/1 

特別活動日記 7/17，22 IIIlき初めと日記 717，9 

(3 )授業案

①本時の指導自標

「ムムで00をするJ(手段や道具を入れた 3文節の
文)の文章を組み立てられる。

②本時の展開(帯単元を含めて記す)

n~f:I'MCl 活動内容

;肝課題① ほん「だるまち

6分 ゃんとてんぐ

ちゃんJ

課題② し「おれはかま

6分 きりJ

主課題① ぶんづくり

18分 「なに因するJ

「なに臼する」

(4 )授業後の評価・反省

①史童の評価

教師の主な発 t~A'l .教示

お話を聞こうね。

だるまちゃんのほしか

ったのは何かな。

先生に続いて読もう。

順番に読もう。

どんなかまきりかな。

写真にあう を考え

ょう。

できたものを読もう。

0帯課題と主諜題で組み立てられた授業の流れに児童は
慣れており，次の展開に見通しを持って，安心して取

り組んでいる。 活動と活動の間の移動にも I~I 主的な動

きが見られスムーズである。

03文節程度であれば，書字はできなくとも場面にあっ
た文章が構成できる力を着けてきている。このことと

児童が話す言葉との関係は決して無関係ではなく，児

童がよりうまく言葉が使えるようになったり，話が分

かりやすくなったりすることにつながってきていると

考えられる。

。;市課題①②で取り上げてきた絵本や詩といった作品に

ついて，重なる実践の中でその数は確実に積み重なっ

てきている。児童にはそのときどきのお話や誌にふれ.

楽しさを見出したり次の題材を楽しみにしたりといっ

た様子が見られるようになった。

②教員の評価

。児童の集中力や学習の積み重ねを考慮し 13つ程度
の活動を」と考えて 11]寺IjdJの授業を構成したことは有

効で、あった。

0主課題で取り上げた文章構成課題について， 3文節程

度のものをいろいろなパターンを上げて指導している

のが現状である。文章構成の力は書;字が可能であれば

「書く」力につながるが，先に記したように「話すJ
i liFJく」ことにも深い関連があると考える。どのよう

な構文をどういった頗序で取り扱っていくかというこ

とがクリアにできていれば，より系統的な指導ができ

るであろう。

0;出二課題①②についても，おぼろげに見えている題材の

選定基準や系統牲が!~j らかになれば更に良い。

5. 指導内容表，チヱツクリスト活用の成果について

( 1 )本実践との関連と成果

本実践では，対象の児童の在籍する学級の子どもたち

(知的障害のある子どもたち)の教科の授業は， 1つの
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活動のみで授業を展開するよりも 11時間の授業を車間切れ

にしていくつかの活動を取り入れ，キ111く長く続けていく

方が有効で、あるとした。授業者は. I~I語科がどのような

要素で成り立っており，そのとき取り上げた指導内容が

どのような系統性を持っているのかをしっかりと自覚し

ていることが必要となる。ところが. 1童話科の授業では，

l幅広い活動が想定され，今回の授業のように，複数の内

容を細切れで取り扱う場合，それぞれの指導内容や活動

がどのように関連しあい積み重なっていくのかについて，

見通しが持ちづらいことがある。

指導内容表やチェックリストは，指導の見通しをもち，

指導内容ごとに授業展開を整理したり，次の段11去を見通

したりするときの手がかりとして有効であろう。また.

年間の指導青I-ITlliの作成においても，指導内容表上に示さ

れる学習内容を参考に系統的な指導を組み立てることが

可能となか指導計画作成や立案の一助となろう。

(2 )指導内容表・チェックリストの今後の課題

現行の指導内容表へのチェックをもとにした授業を試

みて，やりにくかったことや難しかったことを振り返り，

授業者の立場から指導内容表・チェックリストの今後の

改善点を以下の 3つに記して本稿の結びとする。

0授業で取り上げたい事柄が，必ずしも指導内容表上に

現れなかったり，指導内容表と授業が明確に結びつき

にくかったりして，展開が想定しにくいことがあった。

また，チェックリスト上で、子どもたちがいる場所を明

確にホ。インテイングしづらいことがあり，観察上では

明らかに力の差があり，向上手元を組みつつも児童によ

って指導目標を変えて取り上げたことの差異や特性が

見えにくいこともあった。 国語科の要素の洗い出しと

系統的な配置を再検討する必要性を感じた。

o 11~1詰-科J の i'旨導を「言語の指導j と「言語活動の指

導」とに分けて内容を整理することについて，再考の

必要があると考える。この整理では. [~語科としての

ねらいを達成させるために活動があるのではなく，活

動そのものの指導をするという誤解もあり得る。

。現行の指導内容表について，引用するアセスメント指

襟がLCスケールのみであり，この指標をそのまま

「言語の指導」と位置付けたことに 1[童話科」として
のアンバランスさを感じる。いくらかの標準化された

アセスメントを引用し平均的にばらして配列を考え

るという方法も検討してみたい。

今後は，国語科の諸能力の要素をあらためて洗い出し

これをいかに整理していくかということ，それぞれの能

力がどのように関連しあい，系統付けられるかというこ

とについてより吟味されるとよいと考える。

(文責:武部綾子)

N. 結果と考察

1 .知的障害を併せ有する子どもの指導について

( 1 )知的障害を併せ有する子どもの樟害特性と学習上

の鴎難

①知的な能力のアンバランス

知的鯖害を併せ有する子どもの特性のひとつとして知

的な能力のアンバランスが考えられる。

・一次障害としての種々の認知やや11経心理的な課題や締

を1).迩伴することがある。

直型間まひ児では. WISC-mにおいて「言語性>
動作性J及び「言語理解・注意記憶>知党統合・処理
速度Jの傾向を示し「非言語性LDJ1祝知党認知11埠
が起こりやすい。

-認知加での偏りと 9Jln~ レベルとが注目み合わさって，学

習f(j]での間関t性が高(.，i。さらに対人関係において.

「その場の状況が読めないJ.r友だちの気持ちが感じ
取れない。Jなとと学校や社会生活耐などに影響が及び，
様々な適応障害や精神疾患の可能性がある。

②肢体不自由を伴うこと

JJ支体不自alがあることにより， 自ら作業を行ったり，

繰り返したりすることがi担難で経!険不足になる. また構

音障害などを伴うことでさらに学習が受動的になりやす

し叶頃向がある。

そのため，学習したことが積みあがりにくいと考えら

hる。

(2 )学習の指導呂擦と指導内容の設定

①知的障害を併せ有する子どもの指導におけるし字構
、位二

ユ尽

個別の指導計画

鰭害時住を 包立j君!!VJの餓点からみた、指導B標を達成
したり、指導内容を学習する疋めの手立て・配慮

[;ill4 知的障害を併せ有する子どものし字構造

知的障害を併せ有する子どもの指導において. L字椛

造では，実態からみる「認知IJrコミュニケーション」
など，いろいろな縦車111が考えられる。 (I'ZI1 縦]1油は使
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宜的に村，'tに並べてあるが，実際には重なり合うなどして

いる。)その中のひとつが教科のlji，1!であり丈化として

認められ，妥当性があるものとして認識されている教科

の系列をあてはめている。

②指導自標，指導内容の設定

L字構造の縦II!!hに対し， 1在粒i古ず'，'削E

4特3守宇引τツ→'1性2笠;なとど寸にあたる O 子どもの実態をとらえるためには，

J受業で、の学習活動の様子や学校生活からの観察によるも

のなどさまざまな視点，方法があるが，チェックテスト

を活用することでも国語，算数の実態をつかむことがで

きる。学習指導要領からの内容系統表や障害特性を考慮

に入れた指導内容表から，指導 1~11禁，指導内容を精選し

設定する。教科の中では.基礎・基本になる内容， EI常

生活の仁1:1で課題となる活動，対象児の得意な内容・不得

意な内容などを考慮して，指導の方針， 目標を設定し

指導内容を設定する。その方針をもとに，年間計画も立

案し指導における手立てや配慮，指導上の工夫もあわ

せて考えてしEく。

チェックテストは，客観的な評価ができるものとして，

L 字構造の縦jl1111横!jilllの交点で、あり，個々の学力の実態を

t~i窪し.学留を ~;FfôlÎする重要な指標となる。

(3 )実践事例から

①学力把握としてのチェックリストの妥当性

チェソクリストを活用した結果，それぞれの障害特性

に対応した(原IEIと考えられる)国語科の学力状況が現

れた。これは，肢体不自由児を対象とした国語科の学力

チェックリストとして，妥当なものと考えられる。

②指導内容表の活用

チェックリストの結果から，指導内容表を参考に指導

内容を選定・精選し指導計画を作成することができた。

③評舗としてのチェックリスト

司王例 1については，半年ほどの間でのチェックリスト

の変化によって.学習成果がはっきりと伺える。このよ

うに，長いスパンの仁I::Jでの学習評価ができ，継続的に国

語科学力の変容を許制liすることができる。

(4 )指導内容表とチェックリストの有効性について

① 国語科に関わる学力の把握

2つの事例を通して，チェックリストをmいることで
対象児の国語科の実態が浮きぼりになった。

②個別の指導呂標と指導方針・計画

対象児の国語科の実態をチェックリストでっかみ，指

導内容表から指導内容(I~I 襟)を精選し設定する。その

過程で，基礎・基本， 日常生活のI:I::Jでの課題となる活動，

対'象児の得意・不得意な内容などを考慮して指導方針を

ねり，個別の国語科の指導計filliを立案していく。そのと

き，チェックリストの結果及び指導内容表は， とても重

要な資料となる。

③授業の組み立て

指導内容表の系統をしっかり押さえることで，今の授

業がどのように発展するのか， どのような下位目標に支

えられた学習になるのか分かり，細かな目標設定をしな

がら，授業を組み立てることができる。

④教科等を合わせた指導の中で

国語の系統的な指導で定着した概念や知識・技能は，

生活全体あるいは，教科等を合わせた指導の中でJ主体的

に活用されなければならなし、机上で、学習された国語科

の力を具体的な生活の場で活用できるようにすることが

必要である。そのためにも，チェックリストをつけ，国

語科の力を分析的に把握することは有効と考えられる。

2. 国語科の系統的学習の必要性について

健常な子は.生活や遊びの中で株々な言語活動を自発

的に何度も繰り返しながら言語発達していく。五感と運

動を通した経験が言葉と事物を結びつけ，確実な言語概

念の形成がなされる。しかし肢体不自由や言語障害，

知的障害の子は，十分な言語活動の機会が与えられず.

さらにその経験を受けi上ーめる五!惑や言葉，動作による

表出活動をITIi骨に進めることができずに，着実に!主i誌の

力を111'ばせない状況が，多く見られる。そこで¥重複障

害児にとって.生活や活動を中心とした教科等あわせた

指導の他に，国語科の系統的な指導が下記の理由で必要

と考えられる。

( 1 )言語概念の形成に必要な「言語の指導」を倍々に

合わせて特選し繰り返し学習させていく必要性がある。

( 2 )小学校第 l学年以上の内容に当たる学習について

は，言語活動仁!こ1心の学習(教科等を合わせた指導など)

では.十分に定着させることが難しい。言語の指導に特

化した指導の仁!こ1 で，系統 I~I包に計離し着実に学習を進め

る必要がある。

V. 今後の課題

I~I語科内容系統表，指導内容表，チェックリストが作

成され，その活用事例として 2例の授業研究が行われた。

その結果，個々の実態を明確に評価できるチェックリス

ト，指導計画を立てるとき活用しやすい指導内容表等，

有効に活用されるという実践が報告された。今後の課題

としては，教科等を合わせた指導の中での活用である。

I~IM=~科の系統的な学習は，生活の 1=1こi で重要なコミュニ

ケーション能力や思考力をi高めるためにも必要と考える。

本研究を継続し国語科¥算数字1-の内容系統表，指導
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内容表，チェックリストの活用とを検証していきたし」

(文責:佐藤孝二・向UJ 勝郎)
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